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ザイブ



ザイブはインプラントとアバットメントの接合部でヘックス コ
ネクション接合のメリットをお求めになる歯科医師の皆様に、
柔軟性、スマートさ、そして使いやすさを提供します。
このシステムはもともと、歯科医師と企業とのコラボレーショ
ンにより、ユニークかつ先駆的研究のもと開発されたもので
す。効率的なインプラント システムを開発するという共通の
目的のもとに、経験と革新が統合された結果、世界中の歯
科医院とその患者様に信頼性と安心感が届けられています。

スマートな診療
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Xive®

システムを初めて使用する場合は事前に本マニュアルをよくお読みください。また、システム コンポーネントとインスツルメン
トの使用説明書に記載されている指示事項と注意事項には必ず従ってください。また弊社では、新しいインプラント システム
を最初に使用する前に、すべてのユーザーにシステムのトレーニング コースにご参加いただくようお勧めしています。

全製品が、すべての市場で法的認可を受け、市販され、使用許諾を受けているとは限りません。最新の製品ラインアップに
つきましては、最寄りのデンツプライシロナ インプラントにお問い合わせください。

カタログ・マニュアル中に記載されている ™ および ® は、米国連邦商標法に基づき記載されたもので、日本における登録商
標を意味するものではありません。

お客様の読みやすさの向上のため、デンツプライシロナ インプラントでは本文中に ® または ™ を使用していません。
ただし、デンツプライシロナ インプラントが商標権を放棄することは一切なく、いかなる記述もそれと反して解釈されるべき
ではありません。

製品イラストの縮尺は、実物と異なります。
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ザイブ インプラントの径と長さ

極めて狭い歯間スペースの限られた症例または無歯顎、硬
い骨質または軟らかい骨質、1回法または2回法のいずれ
であっても、ザイブはあらゆる症例で卓越した予知性の高い
結果が得られるようサポートします。
3.0mmから5.5mmまでの径および8mmから18mm
までの長さの広範囲に及ぶインプラントを用いて、骨質に合
わせた埋入窩形成プロトコールと幅広い補綴オプションをシ
ステムに利用できるため、世界中の歯科専門家から高い評
価を得ています。
複雑な解剖学的状況においても、インプラントのさまざまな
径および長さとシリンダータイプのインプラント本体との組
合せにより、埋入可能な骨量が最適化されます。ほとんどの
場合、追加のグラフト処置は必要ありません。

包括的なインプラント セレクション

カラーコード

ザイブの各インプラント径は異なるカラーコードで識別され
ます。カラーコードは、インプラント パッケージ、インスツ
ルメントおよび補綴コンポーネントのすべてに付与されてい
ます。カラーコードにより、径の識別と正しい補綴コンポー
ネントの選択が容易になります。

システム コンセプト
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ザイブ インプラント アバットメント コネクション

ザイブ :
深いインターナルヘックス コネクション

深いインターナルヘックス ザイブ インプラント アバットメント コネクションは、イ
ンプラントの内部形状から直接加えられる側方力をアバットメントを介して伝達す
ることにより、補綴コンポーネントをインプラントに固定します。

ザイブ インプラント アバットメント コネクションでは以下が得られます。

• 6方向の明確かつ正確なアバットメントの位置決め

• インターナルヘックスによる回転防止

•  インプラントの3.5mmの深いパラレルガイド面およびインプラント表面の広い
平滑面による優れた安定性

•  広範囲の補綴オプション

フリアデント アバットメントスクリューを締め付けると、横方向の力がかからなくな
ります。これは、スクリューの緩みや破損の防止に効果的です。

システム コンセプト
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セルフカッティング スレッドと内部コンデンス専用の
コア デザインを備えるザイブ

回転防止機能を備えた、深いインターナルヘックス インプラント アバッ
トメント コネクション

セルフカッティング スレッドと内部コンデンス専用の

コンデンスエリア

カッティングエリア

摩擦力エリア



使いやすさと汎用性に優れた補綴物

ザイブの審美性コンセプト － 個々の患者に
合わせたエマージェンスプロファイル輪郭

機能性と審美性を実現するには、解剖学的にデザインされ
たコンポーネントを使用した治療コンセプトが理想的です。
ザイブの審美性コンセプトは、既製でしかもカスタマイズが
可能なザイブ インプラントシステムのコンポーネントを使用
するための、4段階の治療ステップで構成されています。外
科術式は骨質に応じて調整され、独自のテンプベースを使用
してエマージェンスプロファイルが形成されます。印象採得
の際には、輪郭形成されたエマージェンスプロファイルが
個々の患者に合わせたトランスファーコーピングによって記
録されます。最終補綴物は、患者固有のアトランティス アバッ
トメントのオプションまたは既成のアバットメントのいずれか
を使用して作製できます。

多機能テンプベースの3-in-1コンセプト

完全閉鎖創による治癒の症例では、手術直後にテンプベー
スを使用して印象を採得できます。歯科技工所はこの印象を
用いて、高い品質と適合精度のテンポラリーレストレーショ
ンを治癒期間中に作製できます。

システムコンセプト
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テンプベースキャップ

インプラント埋入と
インデックス記録

ザイブ テンプベースおよび
フリアデント テンプベースキャップ

アトランティス アバットメント アトランティス 
インプラントスープラストラクチャー



プラットフォームスイッチング コンセプト

インプラント周囲の骨レベルと軟組織の健康状態に構造が関
連する要因があり、治療の成功を大きく左右するおそれがあ
ります。
たとえば、アバットメント径を小さくする手法は「プラット
フォームスイッチング（PS）と呼ばれ、骨レベルと軟組織の
健康状態の維持に有効です。

プラットフォームスイッチングによる骨の維持

プラットフォームスイッチングのために統合化されたオプショ
ンを備える平滑化及び研磨済みインプラント頸部の独特のデ
ザインが、ザイブデザインの大きな特徴です。さらにアバッ
トメント径を小さくすることで、インプラント周囲組織にプラ
スの効果が得られます。プラットフォームスイッチング コン
セプトによって修復を成功させるには、最終アバットメント
の径を小さくするだけでなく、初めから小さい径のカバース
クリューを使用し、該当する各補綴コンポーネントを用いて
進めることが重要です。ザイブの補綴ポートフォリオには、
これらのすべてのコンポーネントが含まれています。

SmartFix® コンセプト － 傾斜埋入された
インプラントによる補綴ソリューション

SmartFixコンセプトは、スクリュー固定式修復による4本
のインプラントへの即時荷重のための、短時間で行える治療
法です。傾斜埋入されたインプラントを15°または30°のザ
イブ MPアバットメントアングルドとともに用いることで、安
定した補綴適合が得られるとともに重要な解剖学的領域を避
けることができます。
補綴修復には、従来の既製の上部構造または高精度の適合
を備えたアトランティス上部構造のいずれかを選択できます。

システムコンセプト
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治療計画は、患者が治療に何を望み期待しているかを正確
に判断し、想定されるあらゆる禁忌を見つけ出し、さらに治
療に関する詳細を患者に説明するために使用される、患者
との総合的なコンサルテーションに基づいて作成されます。

その後に、初期の解剖学的状況の分析とともに、一般的お
よび個別的な病歴と口腔内の診査が完全に行われます。

以下の点を考慮する必要があります。

• 病歴

• 一般的診断 － 禁忌の除外

• 専門家による危険因子のコンサルタント

•  詳細な口腔内診断（PAR診断、機能的検査、歯の喪失の
理由、古い義歯の評価、一般的X線検査）

治療計画は、すべての診断書の調査と評価を行った後で作
成することができます。

治療計画には以下を含める必要があります。

• 補綴前計画

• 手術計画

• スケジュール

• 予定費用

治療計画

治療計画
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長期にわたる治療の成功を実現するには、あらゆるインプラ
ント処置を正確に計画することが極めて重要です。治療計画
のプロセスには、患者がインプラント補綴リハビリテーショ
ンに期待する機能性と審美性に対応できるすべてのアクショ
ンが定義され、代替手段のリストが記載されます。

ザイブの適応

ザイブ インプラントは、想定されるすべての外科的適応に対
して優れた補綴修復を提供します。ザイブ インプラントは、
以下の症例において特に優れています。
•  グラフトが望ましくないまたは適応でない場合（例えば、
萎縮した歯槽堤、複数のインプラントで支持する臼歯部の
修復など）

•  シリンダー形状のインプラントデザインが有利な場合 － 
特に臼歯部

•  既存骨を最大限利用する必要がある症例（インプラント長
は8mm～ 18mm）

•  インプラントによる即時機能回復のために、高い初期固定
が必要な場合

ザイブの機能

ザイブは以下の状況において理想的です。

•  歯槽間の量が限られている場合 － 最小インプラント径は
D 3.0

•  シンプルかつ迅速な補綴修復のために一時的および最終
的なコンポーネントが望まれる場合

• 高度な補綴物の柔軟性が求められる場合

粘膜下埋入型ザイブ 
インプラントによる下
顎の単独歯修復

ザイブ
（粘膜下埋入型）

治療計画
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従来の治療計画

治療計画

補綴前計画

歯科技工士による補綴前計画の作成は、インプラント処置の
審美的および機能的成功を実現する上で最も重要な要素で
す。目標は、インプラントによる歯のレプリカ埋入をできる
限り最適化させることにあります。
患者との初回の計画セッションの際に、歯科技工所で作製さ
れる診断補助具のベースとして使用するための印象が採得さ
れます。
計画されている補綴修復の診断用ワックスアップが作製され
ます。
患者の口腔内に正確に再配置できる、X線撮影用ボールを
備えた熱成形連結が作製されます。作製後に修正が行われ、
従来の既製のサージカルテンプレートが形成されます。
フリアデントセレクトのコンポーネントにより、補綴前計画が
簡略化されます。

手術計画

外科的および補綴的治療計画の完了時に、補綴前計画を臨
床症例に反映させるために使用するサージカルテンプレート
が作製されます。
サージカルテンプレートの正しい固定を、口腔内で確認する
必要があります。口腔前庭と角化組織までの幅は1.5mm
以上としてください。オトガイ孔や上顎洞などの重要な解剖
学的構造の位置と方向は、X線検査により判断しなければな
りません。形成の前に機械的に安定した状態を完全に再現
するには、グラフト領域の確認が必要です。
計画されている補綴手法をチェックして、適切な外科術式に
よってこの補綴手法が実現可能であることを確認する必要が
あります。補綴前計画と手術計画のすべての側面は、相互
に直接作用を及ぼします。補綴前計画を変更すると必ず手
術計画に影響し、反対の場合も同様です。この変更には、
インプラントの数、径、長さ、位置および方向が含まれます。
埋入可能な骨量および重要な解剖学的構造は、歯科技工所
で作製されるX線撮影用ボールを備えたラジオグラフィック
テンプレートを患者の口腔内に装着して撮影したX線画像で
確認されます。
口腔内の寸法は、X線撮影用ボールの規定の寸法から正確
に計算できます。インプラント長は、透明なザイブ X線テン
プレートを配置することによりパノラマX線撮影法で選択さ
れます。
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X線撮影用ボールを備えた熱成形スプリント診断用ワックスアップ ザイブ ラジオグラフィック テンプレート



治療計画

コンピューターガイディッド治療計画

シムプラントソフトウェア

3次元画像法に基づくデジタル化された治療計画を用いる
と、極めて高い精度で治療を計画し、治療結果の予知性を
高めることができます。
デンツプライシロナ インプラントが提供するガイデッドサー
ジェリーには、シムプラントソフトウェアに基づくデジタル化
された治療計画およびテンプレートでガイドされるインプラ
ント埋入のためのソリューション一式が用意されています。
デジタル化された治療計画が従来の治療計画より優れている
点を以下に示します。

•  インプラントの治療領域をミリメートル以下で3次元表示
することができ、期待する治療結果を安全にシミュレーショ
ンすることができます。

•  干渉コントロールにより、インプラントと神経（下歯槽神
経）間のクリアランスが不適切であることが示される

•  達成可能な初期固定の評価のために、インプラント周囲
の骨質に関する情報が得られる

シムプラントセーフガイド

患者固有のシムプラントセーフガイドは、デジタル化された
治療計画データを使用して光造形によって作製されます。こ
れにより、ラテラルアクセス可能な独自のドリルガイドが得
られるため、患者の口腔への完全かつ正確な治療計画の反
映が臼歯部においても確保されます。
テンプレートでガイドされるインプラント埋入のために特別
に開発されたスリーブ・オン・ドリルシステム（インスツル
メントに取り付けられたガイドスリーブ付ドリル）により、イ
ンプラントの計画位置の正確な反映と、確実なインプラント
埋入が可能になります。
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患者固有のシムプラント ドリル ガイド スリーブオンドリル システムおよびラ
テラル アクセス可能なドリル ガイド

シムプラントによるデジタル化された治療計画



粘膜下治癒

粘膜下治癒による2回法治療プロトコール
の症例では、インプラントをカバースク
リューで密閉し、インプラント上部の粘膜
を縫合します。免荷治癒期間を確保しなけ
ればなりません。原則として、上顎および
下顎の位置に関わらず、3～ 4ヶ月の間イ
ンプラントを治癒させておく必要がありま
す。骨増生を同時に行う症例では、治癒時
間を適宜延長してください。

粘膜下埋入型 － 粘膜貫通型 － 即時修復

ザイブ インプラントシステムは、症例や計画されている修復
のタイプに応じた、インプラント埋入後のさまざまな治癒方
法を可能にします。

インプラントの治癒

インプラントの治癒および露出

粘膜貫通治癒

インプラントの粘膜貫通治癒では、2回目
の手術を回避できます。また、最適な軟組
織治癒と理想的なエマージェンスプロファ
イルの形成が可能です。インプラントはジ
ンジバルフォーマーを使用して密閉されま
す。

径の選択時に、その後で使用される補綴
物の形状をあらかじめ考慮することができ
ます。ジンジバルフォーマーはインプラン
トから独立したコンポーネントであるため、
治癒期間中にエマージェンスの高さが異な
るアバットメントを選択して審美性を確保す
ることができます。
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• カバースクリュー固定後の粘膜下埋入治癒
•  ジンジバルフォーマーによる粘膜貫通治癒による即時修復
• 即時修復

多機能フリアデント テンプベースが、プレースメントヘッド
としてすべてのザイブ インプラントに事前に付与されていま
す。ザイブのユニークなテンプベースコンセプトにより、即
時の高品質なテンポラリーレストレーションがほとんどの症
例で可能です。

インプラントの治癒および露出 | インプラントの治癒

即時修復

テンポラリーレストレーションによる即時
修復の臨床的前提条件に適合していれ
ば、インプラント埋入直後のインプラント
支持による修復を患者に提供できる絶好
の機会です。
2回目の手術は不要になり、患者は結果
をすぐに見ることができます。

13



インプラントの治癒および露出 | インプラントの露出

インプラントの完全閉鎖創による治癒の症例では、3～ 4ヶ
月後に以下に示すようなインプラントの低侵襲の露出を実施
してから、軟組織の輪郭形成を行うのが一般的です。インプ
ラントのヒーリングコンポーネントによる治癒の症例や、短
期テンポラリーレストレーションによる即時修復の症例では、

以下の手順は不要です。必要に応じて、カスタマイズされた
テンポラリーレストレーションを作製（17ページを参照）す
るか、またはすぐに印象採得（34ページを参照）を行うこ
とができます。

切開

インプラントの位置を確認してインプラント
の上に麻酔薬を直接塗布してから、歯槽頂
切開を行ってカバースクリューを露出させま
す。インプラント位置の確認は、ドリルガイ
ドの再使用により簡単に行えます。

露出

カバースクリューが見えるようになるまで、
アングル ラスパを使用して創面の縁を若干
広げます。プローブを使用してカバースク
リューの中央のスレッドの位置を確認しま
す。必要に応じて、キュレットを使用してカ
バースクリューの上の結合組織や骨をできる
だけ低侵襲で取り外します。

フリアデント カバースクリューの 
取り外し

ラチェット用またはコントラアングルハンド
ピース用のヘックスドライバー 0.9mmをカ
ラーコード化されたカバースクリューの内部
ヘックスに挿入し、反時計方向に回してイン
プラントから取り外します。ジンジバルフォー
マーを挿入する前に、スリーウェイ シリンジ
を使用してインプラントの内部ヘックスを洗
浄して乾燥させます。

ステップバイステップ: インプラントの露出
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軟組織マネージメント 
およびテンポラリー ソリューション

ザイブ ジンジバルフォーマーC －
最適な治癒と解剖学的形態

ザイブ ジンジバルフォーマーCは、粘膜
の密着によりインプラント周囲軟組織の
円形の解剖学的形態をもたらします。ザ
イブ ジンジバルフォーマーCは、スリム
およびPSのバージョンも用意されていま
す。
ザイブ ジンジバルフォーマーCとその使
用手順について詳しくは、18～ 19ペー
ジを参照してください。

フリアデント エステティキャップ － 
審美的解剖学的形態のためのテン
ポラリーソリューション

フリアデント エステティキャップは、審美
的要求度の高い修復のために、カスタマ
イズ可能なテンポラリーレストレーション
のオプションと軟組織の解剖学的形態を
提供します。
フリアデント エステティキャップとその使
用手順の詳細については、20 ～ 21ペー
ジを参照してください。
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プラットフォームスイッチングオプ
ションについて詳しくは、46～
47ページを参照してください。
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テンプベースキャップの固定

インプラントにフリアデント テンプベースア
バットメントを残すか、または必要に応じて
インデックス印象に合わせて挿入します。
側方のタブを切り取ってから適切なサイズの
テンプベースキャップをテンプベースに固定
し、パーツをしっかりかみ合わせます。
インデックス印象は、模型上で作製されたド
リルテンプレートを用いて手術前に採得する
のが理想的です。

ドリルテンプレートを取り外します。

テンプベースキャップに正しく固定できるよ
うに、ドリルテンプレートを取り外します。

印象採得

テンプレートに重合剤（パターンレジンまた
は光重合型コンポジットレジン）を満たし、
テンプベースキャップに固定して重合させま
す。

粘膜の炎症やアレルギー反応を避けるため、
重合剤を使用する前にラバーダムを口腔内
に入れてください。

重合剤を使用する前に、作製元の使用説明
書に記載されている手順を確認してください。

ステップバイステップ:
ザイブ テンプベースを使用したインデックス印象

インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション
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フリアデント カバースクリューの固定

重合剤が硬化したらテンプレートを取り外し
ます。

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してテン
プベースを取り外し、同じドライバーを使用
してフリアデント カバースクリューを固定し
ます。

縫合

細菌や唾液が侵入しないように創面を縫合
します。

プロセスを先に進めるために、印象とテン
プベースを歯科技工所に送ります。

オッセオインテグレーションが得られたらイ
ンプラントを露出させ、テンプベースキャッ
プを用いてテンプベース上でテンポラリーレ
ストレーションを形成します。

インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション
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0.9 mm
14Ncm

歯科技工所での作業工程

治癒期間中に歯科技工所は、インプラント
埋入時の正確なインプラント位置を示す模
型を作製します。

この模型上で個々の症例に合わせたテンポ
ラリーレストレーションが作製され、インプ
ラント露出の直後にこれを患者に提供できま
す。

別の術式



ザイブ ジンジバルフォーマーCでは、インプラント周囲組織
のシンプルな解剖学的形態が得られます。湾曲したエマー
ジェンスプロファイルにより、最終補綴物の審美性を改善す
る余地が生まれます。

ザイブ ジンジバルフォーマーC

•  湾曲したエマージェンスプロファイル – 印
象コーピングと最終アバットメントの適合

• チタン合金

•  1.22ヘックスドライバー コネクション - 
手指で締め付け

• カラーコード化

• 上部にレーザー タグ付き

オプションで以下も使用できます。

ザイブ ジンジバルフォーマースリムC

•  近遠心スペースが限られる場合でも、軟
組織の最適な解剖学的形態が得られる

ザイブ ジンジバルフォーマー PS C

•  直径の小さいアバットメントによる補綴を
計画する場合に軟組織の解剖学的形態を
得る

•  長期的な審美結果を実現する安全性をサ
ポート

ザイブ ジンジバルフォーマー PS 
スリムC

治癒期間中に軟組織の解剖学的形態を得るた
めにジンジバルフォーマーが配置される。
（写真提供 : H. Salama, DMD および M. Salama, 
DMD、米国ジョージア州アトランタ）

粘膜の適合が行われ、縫合によって粘膜の位
置が固定される。

インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション

ステップバイステップ:
ザイブ ジンジバルフォーマー C

ザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよび
ザイブ ジンジバルフォーマー PSスリムC

ザイブ ジンジバルフォーマーC およびザイブ
ジンジバルフォーマー PS C

ザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよびザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよびザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよびザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよびザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよびザイブ ジンジバルフォーマースリムCおよび

プラットフォームスイッチングオプ
ションについて詳しくは、46～
47ページを参照してください。
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インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション

フリアデント カバースクリューの取り外し

インプラントを露出させたら、ヘックスドラ
イバー 0.9mmを使用してフリアデント カ
バースクリューを緩めて取り外し、インプラ
ントの内部形状を洗浄します。

ザイブ ジンジバルフォーマーCの配置

インプラント径、幅径および粘膜の高さに応
じてジンジバルフォーマ－を選択します。ヘッ
クスドライバー 1.22mmで配置し、手で締
め付けます。スペースが限られているなどの
特殊な症例では、ジンジバルフォーマースリ
ムを使用してください。すべてのジンジバル
フォーマーは径に応じてカラーコード化さ
れ、レーザーでタグ付けされています。

縫合

テンションがかからないように軟組織をジン
ジバルフォーマーの周囲に適合させてから、
しっかり縫合します。

クラスプデンチャーや隣接歯に固定されるブ
リッジなどの既存のテンポラリーデンチャー
は、ジンジバルフォーマーに圧力が加わら
ないように研磨してから提供します。インプ
ラントの最終補綴物は、インプラント周囲軟
組織が治癒し、炎症が消失してからでなけ
れば装着できません。

GH 1 GH 2 GH 3 GH 5

1.22mm

5 mm ザイブ ジンジバルフォーマーC
は1.22ヘックスドライバーを使
用して手で締め付けます。
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フリアデント エステティキャップは、スクリュー固定式または
セメント固定式テンポラリークラウンまたはブリッジの作製
時に使います。審美性に優れた軟組織の解剖学的形態を得
るため、患者固有のジンジバルフォーマーとして適合されま
す。

エマージェンスプロファイルの最適形状を得る
ためにカスタマイズされたテンポラリーアバッ
トメントとしてのエステティキャップ

エステティキャップ用スクリュー付きフリアデント エ
ステティキャップ、オーバルおよびトライアングル

インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション

ステップバイステップ:
フリアデント エステティキャップ

フリアデント エステティキャップ

フリアデント エステティキャップは、審美的
要求度の高い症例のために、カスタマイズ
可能なテンポラリーレストレーションのオプ
ションと軟組織の解剖学的形態を提供しま
す。

•  審美的要求度の高いテンポラリークラウン
およびブリッジに使用

•  2種類の解剖学的プロファイル－オーバル
およびトライアングル

•  研削または築盛によるカスタマイズが可能

• セメント固定が可能

•  二酸化ジルコニウム添加物によるX線不
透過性

• D 3.0インプラントには使用不可

エステティキャップ用スクリュー付きフリアデント エエステティキャップ用スクリュー付きフリアデント エ臨床症例 : MDT Renzo Casellini、
米国カリフォルニア州ロサンゼルス
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インプラントの治癒および露出 | 軟組織マネージメントおよびテンポラリー ソリューション

フリアデント エステティキャップの固定

インプラントを露出させたら、ヘックスドラ
イバー 0.9mmを使用してフリアデント カ
バースクリューを緩めて取り外し、インプラ
ントの内部形状を洗浄します。

ヘックスドライバー 0.9mmとプロステ
ティックラチェット、またはコントラアングル
ハンドピース0.9mm用ヘックスドライバー
を備えたトルク制御付きコントラアングルハ
ンドピースを使用して、エステティキャップ
を14Ncmでスクリュー固定します。

テンポラリーレストレーションとしての
フリアデント エステティキャップ

フリアデント エステティキャップのテンポラ
リーレストレーションは、セメント固定する
か、または直接築盛できます。

補綴物は仮着用セメントでセメント固定され
ます。クラウン辺縁部から余剰セメントを完
全に除去してください。

既存のテンポラリーレストレーションは、エ
ステティキャップに圧力がかからないように
削合してから装着するようにします。

インプラントの最終補綴物は、インプラント
周囲軟組織が治癒し、炎症が消失してから
でなければ装着できません。

エステティキャップは、PEEK
と二酸化ジルコニウム添加物
の特許取得済み化合物のた
め、X線不透過性を有し研磨
が容易です。

21

0.9mm
14Ncm

ジンジバルフォーマーとしてのフリアデ
ント エステティキャップ

テンションがかからないように軟組織をエス
テティキャップの周囲に適合させてから、しっ
かり縫合します。

フリアデント エステティキャップをジンジバ
ルフォーマーとして使用する場合は、アバッ
トメントを対応する粘膜高さまで削合しなけ
ればなりません。

エステティキャップをカスタマイズされたジン
ジバルフォーマーとして使用すると、エマー
ジェンスプロファイルの最適な解剖学的形態
が得られます。

別の術式



フリアデント/ザイブ
補綴の基本

広範囲に及ぶ既製および患者固有のアバットメントにより、
想定されるほぼすべての症例に対応可能な即時修復を含む
汎用性の高い補綴オプションが、インプラントレベルとアバッ
トメントレベルの両方で提供されます。

セルフガイディング機能とカラーコードまたはレーザーマー
ク付きコンポーネントを備えるインターナルコネクションが、
高い信頼性と高い作業効率をサポートします。

テンプベース
キャップ付き
フリアデント 
テンプベース

フリアデント 
カ バ ースク
リュー

ザイブ
ジンジバル
フォーマーC

フリアデント 
エ ス テ ティ
キャップ、オー
バルおよびト
ライアングル

フリアデント 
エステティッ
クベース、ス
トレートおよ
びアングル、
（オプション）
ホリゾンタル
またはトラン
スバーサル 
スクリュー

ザイブ
ト ラ ン ス
ファーコーピ
ング ピック
アップ C お
よびザイブ ト
ランスファー
コーピングC

ザイブ 
エステティッ
クベースPS、
ストレートお
よびアングル
ド、（オプショ
ン）ホリゾン
タルまたはト
ランスバーサ
ルスクリュー

ザイブ補綴物
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アトランティス 
アバットメント

フリアデント
セルコンア
バットメント、
ストレートお
よびアングル
ド

フリアデント 
ボールアタッ
チメント

フリアデント
オーロベース

フリアデント 
セラベ ース、
コニカルおよ
びアナトミカル

フリアデント 
テレスコープア
バットメント

ザイブ 
ロケーター 
アバットメン
ト

フリアデント
/ザイブ MP
アバットメン
ト、ストレー
トおよびアン
グルド

ザイブ補綴物

ザイブ 
MPアバット
メント PS

23



補綴物
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フリアデント MP
ピックアップ 
ガイド ピン
フリアデント 
ピックアップ ガイド 
ピン

フリアデント スクリュードライバーの使用

フリアデント 
アバットメント 
スクリュー
スタンダード
エステティック
ベース用フリアデント 
スクリュー

フリアデント MP 
インサート スクリュー

ザイブ ロケーター 
アバットメント

キャスタブル 
スリーブ用
フリアデント 
MPスクリュー

フリアデント MP
コーピング スクリュー

フリアデント 
アタッチメント 
スクリュー

アトランティス 
スクリュー

フリアデント ホ
リゾンタルおよび
トランスバーサル
スクリュー

フリアデント
MP 
カバースクリュー

フリアデント 
テンプベース

フリアデント 
カバースクリュー

ザイブ ロケーター 
アバットメント

ピン

HAND
TIGHT 14

24

24 30

フリアデント
ヘックス

ドライバー
0.9mm

14Ncm

フリアデント
ヘックス 

ドライバー
1.22mm

手指で締め付ける

MPインサート スクリュー用
フリアデント 
シーティングインスツルメント

24Ncm

プロステティックラチェット用
フリアデント 
ロケーター インサート

30Ncm

ザイブ ジンジバルフォーマー C
トランスファーコーピング ピックアップ C
トランスファーコーピング C

フリアデント ヘックスドライバー
1.22mm

24Ncm

トランスファーコーピング ピックアップ C



ザイブ 補綴ナビゲーター

ザイブ インプラントシステムは、症例や補綴修復のタイプに
応じて、作製と上部構造のためのさまざまなオプションを提
供します。

アバットメントの種類が豊富なため、インプラントの治癒後
またはインプラントの露出時点でも補綴処置に関する意思決
定が可能です。そのため、各症例に最適な機能性および審
美性を兼ね備えたソリューションを実現できます。

個々の症例に最適な補綴処置を選択するための詳細な手順は、以降のページに記載されています。

セメント固定式

ブリッジ/前歯部および臼歯部、および無歯顎
症例 :
•  フリアデント エステティックベースアバットメント
• フリアデント オーロベースアバットメント
• アトランティスアバットメント

ブリッジ/臼歯部領域および無歯顎症例 :
•  フリアデント MPアバットメント

• ザイブ ロケーター
• フリアデント ボールアタッチメント
• フリアデント テレスコープアバットメント
• フリアデント オーロベースアバットメント
• フリアデント MPアバットメント
• アトランティス バーを用いたフリアデント MPアバットメント
• アトランティス コーヌスアバットメント

スクリュー固定式

ブリッジ/前歯部および臼歯部、および無歯顎
症例 :
•  フリアデント エステティックベースアバットメント
（ホリゾンタル/トランスバーサル）
•  フリアデント オーロベースアバットメント（ホリ
ゾンタル）

•  フリアデント MPアバットメント/ SmartFix コ
ンセプト:

•  フリアデント キャスタブル/キャストトゥー ワック
スアップスリーブ

• アトランティス ブリッジ/ハイブリッド

クラウン/前歯部 :
• フリアデント セルコンアバットメント
• フリアデント セラベースアバットメント
• フリアデント エステティックベースアバットメント

クラウン/前歯部および臼歯部 :
• フリアデント エステティックベースアバットメント
• フリアデント オーロベースアバットメント
• アトランティスアバットメント

クラウン/前歯部および臼歯部 :
•  フリアデント エステティックベースアバットメント
（ホリゾンタル/トランスバーサル）
•  フリアデント オーロベースアバットメント（ホリ
ゾンタル/オクルーザル）

• アトランティスクラウンアバットメント

固定式ソリューション

可撤式ソリューション

単歯欠損

広い歯間

無歯顎

無歯顎

25



患者固有のアトランティス 
アバットメント

アトランティス アバットメント
は、前歯部と臼歯部における
患者固有のセメント固定式
（アトランティス アバットメン
ト）および単独歯のスク
リュー固定式（アトランティス 
クラウンアバットメント）の修
復を可能にし、機能面と審美
面の両方において優れた結
果を得るための究極のベース
となります。

使用手順については、
60ページを参照してください。

単独歯修復のソリューション

ザイブ 補綴ナビゲーター

セメント固定式
前歯部および臼歯部

26

フリアデント エステティッ
クベース/フリアデント 
オーロベース

既製品のホリゾンタル スク
リューまたはトランスバーサ
ル スクリュー用のスクリュー
アクセスホールのあるフリア
デント エステティックベース 
アバットメントは、カスタマイ
ズが可能で、ショルダーの輪
郭が解剖学的に作製されてお
り、さまざまな粘膜高さに対
応しています。

フリアデント オーロベースア
バットメントは、個々のクラウ
ンアバットメントやセメント固
定または個別にスクリュー固
定するクラウンを作製する土
台となります。

使用手順については、
50、56ページを参照してくだ
さい。

フリアデント セルコン*
アバットメント/フリアデ
ント セラベース*

セルコン二酸化ジルコニウム 
セラミック製アバットメントで
の補綴は、前歯部に卓越した
審美性をもたらすと同時に、
極めて高い安定性が得られる
点でも優れています。

アバットメントはカスタマイズ
可能で、汎用性の高いデザイ
ンが用意されています。生体
適合に優れた材質のための2
種類の白色シェードにより、
セメント固定式クラウンが最
高のレベルで統合されます。

* 前歯部のみ

使用手順については、
53、55ページを参照してくだ
さい。



スクリュー固定式
前歯部および臼歯部
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フリアデント 
エステティックベース
（ホリゾンタル/トランス
バーサル）

既製品のホリゾンタルスクリ
ューまたはトランスバーサル
スクリュー用のスクリューアク
セス ホールのあるフリアデン
ト エステティックベースアバッ
トメントは、カスタマイズが
可能で、ショルダーの輪郭が
解剖学的に作製されており、
さまざまな粘膜高さに対応し
ています。

このアバットメントを使用し
て、セメント固定式の単独ク
ラウンとラテラルスクリュー固
定する単独クラウンの両方を
作製できます。

使用手順については、
50ページを参照してください。

フリアデント オーロベース

フリアデント オーロベースア
バットメントは、個々のクラウ
ンアバットメントやセメント固
定または個別にスクリュー固
定するクラウンを作製する土
台となります。

成型可能なプラスチック製シ
リンダーにより、アバットメン
トデザインにおいてほぼ無制
限の個別性が得られます。

使用手順については、
56ページを参照してください。

患者固有の
アトランティス クラウン
アバットメント

アトランティス クラウンアバッ
トメントは、ポーセレンまた
はコンポジットレジンをアバッ
トメントへ直接築盛する単独
歯のスクリュー固定式修復の
ための従来の鋳造アバットメ
ントに代わる、効率的、効果
的かつ審美的なクラウンア
バットメントです。

アトランティス クラウンアバッ
トメントは、トランスルーセン
トのオプションを含む5種類
のシェードのジルコニアに加
えて、チタンも選択できます。

使用手順については、
61ページを参照してください。



ザイブ 補綴ナビゲーター

広範囲な欠損および無歯顎向けの
固定式ソリューション

セメント固定式補綴物
前歯部および臼歯部

28

フリアデント 
エステティックベース

フリアデント エステティック
ベースホリゾンタルおよびト
ランスバーサル スクリュー用
のホールを加工済みのアバッ
トメントは、カスタマイズが
可能です。

ショルダーが解剖学的に輪郭
形成されており、さまざまな粘
膜高さで利用可能です。これ
らのアバットメントを使用して、
セメント固定式のブリッジとラ
テラルスクリュー固定式のブ
リッジの両方に適用できます。

使用手順については、
50ページを参照してください。

フリアデント オーロベース

フリアデント オーロベース
は、並行関係が悪いあるいは
咬合面間クリアランスが小さ
いなどの専用の問題がある症
例で、ブリッジの技法を使用
してカスタマイズされたア
バットメントを作製するため
に使用できます。オーロベー
スのブリッジ構造は、セメン
ト固定式またはラテラルスク
リュー固定式補綴物として作
製できます。

使用手順については、
56ページを参照してください。

患者固有のアトランティス 
アバットメント

患者固有のアトランティスア
バットメントは、既製アバット
メントに代わるものとして理
想的です。

アトランティス アバットメント
は、前歯部と臼歯部において
セメント固定式ブリッジの補
綴物を支持し、機能面と審美
面の両方において優れた結
果を得るための究極のベース
となります。

使用手順については、
60ページを参照してください。



スクリュー固定式補綴物
前歯部および臼歯部
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フリアデント 
エステティックベース/
フリアデント オーロベース

フリアデント エステティック
ベース アバットメントは、ホ
リゾンタルおよびトランス
バーサルスクリューで複数の
インプラントに固定される、
ブリッジによる修復物の作製
に使用できます。

フリアデント オーロベース
は、ブリッジの技法を用いて
カスタマイズされるアバットメ
ントを作製するために、困難
な症例で使用されます。

使用手順については、
50、56ページを参照してくだ
さい。

ザイブ/フリアデント
MPアバットメント

フリアデント MPアバットメン
トは、複数歯インプラントに
よる修復のためのスクリュー
固定式ブリッジフレームワー
クの作製に使用されます。

キャスタブルおよびキャスト
トゥーのフリアデント ワックス
アップスリーブは、ザイブ/
フリアデント MPアバットメン
ト上でスクリュー固定するブ
リッジの作製に使用されます。

使用手順については、
67、72ページを参照してくだ
さい。

アトランティス ブリッジ/ 
ハイブリッドを使用したザ
イブ/フリアデント MPア
バットメント

アトランティス インプラント
上部構造は、診断用歯牙セッ
トアップのスキャンを使用して
デジタルでデザインされます。

アトランティス ブリッジは、
セラミックまたはレジンの築
盛に対応しています。

使用手順については、
74ページを参照してください。

スマートフィックス コンセプト



無歯顎向けの可撤式ソリューション

ザイブ 補綴ナビゲーター

可撤式オーバーデンチャー
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フリアデント 
テレスコープアバットメント

フリアデント テレスコープア
バットメントは、テレスコー
プまたはコニカルクラウンで
オーバーデンチャーを固定す
るために使用されます。

チタン製のフリアデント テレ
スコープアバットメントは一次
コンポーネントの典型で、並
行関係が悪い場合でもカスタ
マイズされた作製が可能で
す。

使用手順については、
86ページを参照してください。

ザイブ ロケーター

ロケーターアバットメントは、
長期安定性と使いやすさをも
たらします。垂直高さが低い
ため、ほとんどのオーバーデ
ンチャーの患者にとって最適
です。ロケーターの使用によ
り、軸の誤差や限られた咬合
空間を容易に修正できます。

使用手順については、
80ページを参照してください。

フリアデント 
ボールアタッチメント

フリアデント ボールアタッチ
メントは、下顎における高い
口腔衛生状態の維持を可能と
する経済的なオーバーデン
チャー固定を可能にします。

補綴物はチェアサイドで作製
されるか、または歯科技工所
で製造されます。

使用手順については、
84ページを参照してください。

フリアデント オーロベース

フリアデント オーロベース
は、並行関係が悪いあるいは
咬合面間クリアランスが小さ
いなどの専用の問題がある症
例で、ブリッジの技法を使用
してカスタマイズされたア
バットメントを作製するため
に使用されます。オーロベー
スのブリッジ構造は、セメン
ト固定式またはラテラルスク
リュー固定式補綴物として作
製できます。

使用手順については、
56ページを参照してください。
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アトランティス 
コーヌスコンセプト

アトランティス コーヌスコン
セプトは、固定式ブリッジの
快適性を備えた高コスト効
率、摩擦固定式、非弾性、
かつ可撤式のオーバーデン
チャーを作製するための独自
のインプラント支持によるソ
リューションで、患者に新た
な快適性と信頼性をもたらし
ます。

使用手順については、
94ページを参照してください。

フリアデント 
MPアバットメント/ 
アトランティス バー

患者固有のアトランティス
バー支持による修復により、
可撤式のインプラント支持に
よるCAD/CAM補綴物の、
極めて高精度なテンションフ
リーの固定が得られます。

使用手順については、
92ページを参照してください。

フリアデント 
MPアバットメント/ バー

フリアデント バーコーピング
を MPアバットメントと組み
合わせて使用すると、バー構
造を作製できます。

ロウ着とレーザー溶接の両方
に対応した既製のコンポーネ
ントとして提供されます。

使用手順については、
90ページを参照してください。

SmartFixコンセプト アトランティス コーヌス コンセプト



治療が途切れなく進むように、すべてのインスツルメントが
分かりやすく配置および固定されています。

ザイブ 補綴用トレーには、0.9mmおよび1.22mm（ショー
トおよびロング）のハンドピース ヘックスドライバー
（14Ncmによるヘックス0.9mm、24Ncmによるヘック
ス1.22mm）の手指およびラチェット固定用トルク制御付き
スクリュードライバーが含まれています。さらに、MPスク
リューおよびフリアデント ボールアタッチメントを手指また
はラチェットで締め付けるためのインスツルメントもトレーに
含まれています。

すべての手指用スクリュードライバーと同様に、トルク制御
はスクリュードライバーインサートのヘッドが備える専用の機
構によって得られ、事前に設定されたトルクに達するとカチッ
という音がします。すべてのスクリュードライバーは、外科用
ステンレス鋼製です。

フリアデント プロステティックミニキット
フリアデント プロステティックミニキットには、インプラント
の補綴修復に必要なすべてのインスツルメントが含まれてい
ます（MPアバットメント シーティングインスツルメントは含
まれません）。

インスツルメントセット/
補綴用トレー

1

7

14

19

2

8

15

20

3

9

16

21

4

10

17
5

11

22

18
6

12
13

フリアデントセレクト 
アバットメント
14 D 3.0/A 0（ストレート）*
15 D 3.4/A 0（ストレート）
16 D 3.8/A 0（ストレート）
17 D 4.5/A 0（ストレート）
18 D 5.5/A 0（ストレート）
19 D 3.0/A 15（アングル15°）*
20 D 3.4/A 15（アングル15°）
21 D 3.8/A 15（アングル15°）

フリアデント ラチェット
22 インサートなし

コントラアングル ハン
ドピース用フリアデント
ヘックスドライバー
1  ショート、1.22mm
2  ロング、1.22mm
3  ショート、0.9mm
4  ロング、0.9mm
5  MPインサート スクリュー 
コントラアングル ハンド
ピース用フリアデント 
シーティングインスツルメ
ント

6  ハンドピース ヘックス
ドライバー用フリアデント 
ハンドル

ラチェット用フリアデント
ヘックスドライバー
7 ショート、1.22mm
8 ロング、1.22mm
9 ショート、0.9mm
10 ロング、0.9mm
11  ラチェット用フリアデン
ト シーティングインスツ
ルメント MPインサート 
スクリュー

12  エステティックベース用
フリアデント シーティング
インスツルメント

13  フリアデント シーティング
インスツルメント

印象採得

32



インプラント レベルの印象採得

ザイブ トランスファーコーピングピックアップ
C（オープントレー技法）/ ザイブ トランス
ファーコーピングC（クローズトレー技法）

•  インプラントの位置をマスター模型に反映

• チタン合金

•  1.22ヘックスドライバー コネクション - 
手指で締め付け

• カラーコード化

• ショートとロングを使用可能

•  片手でできる手順 - キャプティブスク
リューによる安全な取り扱い

•  ザイブ ジンジバルフォーマースリムC に
よる軟組織輪郭形成後の印象にも対応

トランスファーコーピング ピックアップC 
ショートは、咬合面の高さに制限がある場合
に使用します。ロングバージョンは維持力が
強くなります。

トランスファーコーピングCショート3mm
までの粘膜高さに使用し、トランスファー
コーピングCロングは3mmを超える粘膜
高さに使用します。

ザイブ トランスファーキャップC
（クローズ トレー技法）

•  クリック機構付きトランスファーキャップC

並行で平坦な二面がアバットメントを安定さ
せて、印象材とベース内でのアバットメント
のねじれを防止します。

ザイブ トランスファーコーピングPSC/ザイ
ブ トランスファーコーピングピックアップPS 
C
D 3.8からD 3.4に切り替えるためのプラッ
トフォームスイッチングのコンポーネントに
は、PSのレーザーマークが付いています。

アバットメント レベルの印象採得

フリアデント MP印象コーピング

•  MPアバットメントの位置をマスター模型
に反映

•  ピックアップ法（オープントレー）および
再配置技法に使用可能

•  印象手順中は装着済みのMPアバットメン
トがインプラント内に維持される

装着済みMPアバットメントでのアバットメ
ントレベルの正確な印象採得を可能にする
ために、カラーコード化されたフリアデント 
MPトランスファー印象コーピングをD 3.4
～D 5.5mmのインプラント径に使用でき
ます。

印象採得用コンポーネント

ザイブ トランスファーコーピングC/ザイブ トランスファー
コーピング ピックアップCは、垂直方向と水平方向のインプ
ラント位置だけでなく、深い内部ヘックスの方向も正確に捉
えます。すべてのジンジバルフォーマーCに適しています。

オッセオインテグレーションと軟組織の輪郭形成の完了後、
フリアデント MPアバットメントのデザインにより、フリアデ
ント MPインサートやMPインサートスクリューを取り外すこ
となくアバットメントレベルの印象が得られます。

印象採得
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ザイブ トランスファーコーピングアップC ザイブ トランスファーコーピング
ピックアップ PS C

ザイブ トランスファーコーピング PS C

フリアデント MPピックアップ印象コーピング/
MPピックアップ ガイドピン

フリアデント MPトランスファー印象コーピング/
アバットメントスクリュー スタンダード

ザイブ トランスファーコーピングC、
ザイブ トランスファーキャップC

ザイブ トランスファーコーピングアップCザイブ トランスファーコーピングアップCザイブ トランスファーコーピングアップCザイブ トランスファーコーピングアップC ザイブ トランスファーコーピング



ザイブ ジンジバルフォーマーCの
取り外し

ヘックスドライバー 1.22mmを使用して 
ジンジバルフォーマーを緩めます。

ザイブ トランスファーコーピングCの
固定

インプラントの位置に応じて、ザイブ トラン
スファーコーピングCをインプラントのヘッ
クス内に配置します。トランスファーコーピ
ングは、ヘックスコネクションの6方向に唯
一かつ正確な位置へ簡単に配置できます。

トランスファーコーピングの適合を確認しま
す。軟組織を挟まないようにして、トランス
ファーコーピングの周囲に密着させてくださ
い。

ザイブ トランスファーコーピングCの
スクリュー固定

トランスファーコーピングCは、フリアデン
ト ヘックスドライバー 1.22mmを使用して
キャプティブスクリューともに手指で締め付
けます。

ステップバイステップ:
インプラントレベルでのリポジション法、クローズトレー

インプラント レベルの印象採得（インデックス付き）

ザイブ トランスファーコーピングCは、垂直方向と水平方向
のインプラント位置だけでなく、内部ヘックスの方向も正確
に捉えます。

ザイブ トランスファーコーピングCは、咬合面固定のために
キャプティブスクリューを備えています。
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1.22mm 1.22mm



ザイブ トランスファーキャップCの
固定

ザイブ トランスファーキャップCをトランス
ファーコーピングの上に押し込みます。

トランスファーコーピングCの平坦な面をト
ランスファーキャップCの平坦な面に合わせ
ます。クリック機構により、正しく固定された
ことを確認できます。

印象採得

トランスファーコーピングの周りに印象材を
流します。印象材を盛ったトレーを配置し、
印象を採得します。印象材が硬化したら 
トレーを取り外します。トランスファーキャップ 
Cは印象の中に残しておきます。

印象内に戻す前に、インプラントアナログを
トランスファーコーピングCに接続します。
トランスファーコーピングCを戻す際は、そ
の平坦な面をトランスファーキャップCの平
坦な面に合わせてください。

ジンジバルフォーマーの再装着

印象採得後に、ザイブ ジンジバルフォーマー
Cを再装着します。これで、インプラントショ
ルダーの周囲組織が維持されます。

インプラント レベルの印象採得（インデックス付き）
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ザイブ トランスファーコーピング ピックアップCは、垂直方
向と水平方向のインプラント位置だけでなく、内部ヘックス
の方向も正確に捉えます。
このデザインにより、平行関係の悪いインプラントでの印象
手順も簡素化されます。

このアバットメントのヘックス部分はわずかに円錐形状を呈
する縮小されたデザインのため、配置と再配置の簡便性が
一層強化されます。深さのある特有の固定領域が、印象材
の中での安定性と確実性に優れた固定をもたらします。

ザイブ ジンジバルフォーマーCの
取り外し

ヘックスドライバー 1.22mmを使用して
ジンジバルフォーマーを緩めます。

ザイブ トランスファーコーピング
ピックアップCの固定

インプラントの位置に応じて、ザイブ トラン
スファーコーピング ピックアップCはヘック
スの形状による6方向に簡単かつ正確に配
置することができます。

ザイブ トランスファーコーピング
ピックアップCの適合の確認

ザイブ トランスファーコーピングピックアッ
プCを適切に固定するには、軟組織を挟ま
ずに、軟組織の周囲に密着させる必要があ
ります。

ステップバイステップ:インプラントレベルでの
ピックアップ法、ザイブ トランスファーコーピング 
ピックアップC、オープントレー

インプラント レベルの印象採得
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1.22mm



ザイブ トランスファーコーピングピック
アップCのスクリュー固定

トランスファーコーピング ピックアップCは、
フリアデント ヘックスドライバー 1.22mm
を使用してキャプティブスクリューとともに手
指で締め付けます。

印象採得

ピックアップスクリューを通すホールをト
レーに開けます。トランスファーコーピング 
ピックアップCの周りに印象材を流します。
印象材を盛ったトレーを配置し、印象を採得
します。

印象材が硬化したら、スクリューを緩めて印
象を取り外します。トランスファーコーピン
グ ピックアップCは再配置せず、印象の中
に残しておきます。

ザイブ ジンジバルフォーマーCの
再装着

印象採得後に、ザイブ ジンジバルフォーマー
Cを再装着します。これにより、形成された
軟組織エマージェンスプロファイルが維持さ
れ、粘膜貫通部が保護されます。

インプラント レベルの印象採得
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臨床的状況を正確に模型に反映することは、テンションフリー
で正確な適合を備えた補綴修復の前提条件です。

オッセオインテグレーションおよび軟組織の輪郭形成後、フ
リアデント MPアバットメントを使用することで軟組織での印
象採得を個々のアバットメントレベルで行うことができ、フリ
アデント MPインサートやMPインサートスクリューを取り外
す必要がありません。

フリアデント MPカバースクリューの
取り外し

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してフリ
アデント MPカバースクリューを取り外しま
す。印象採得を粘膜縁上で行うため、MP
インサートおよびMPインサートスクリュー
はインプラント内に残したままになります。

フリアデント MPトランスファー印象
コーピングの挿入

ヘックスドライバー 0.9mmを使用して、フ
リアデント MPトランスファー印象コーピン
グをMPアバットメントに固定します。

印象採得

印象採得を行う前に、印象材の侵入を防ぐ
ため、ワックスを使用してスクリューアクセス
ホールを塞ぎます。

トランスファーコーピングの周りに印象材を
流します。印象材を盛ったトレーを配置し、
印象を採得します。印象材が硬化したら、ト
レーを取り外します。

最終補綴物が届くまで、MPアバットメント
に再度フリアデント MPカバースクリューを
装着します。

ステップバイステップ:
アバットメント レベルでのリポジション法、クローズトレー

アバットメントレベルの印象採得
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フリアデント MPカバースクリューの
取り外し

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してフリ
アデント MPカバースクリューを取り外しま
す。印象採得を粘膜縁上で行うため、MP
インサートおよびMPインサートスクリュー
はインプラント内に残したままになります。

フリアデント MPピックアップ印象
コーピングの挿入

フリアデント MPピックアップ印象コーピン
グをMPアバットメントに装着し、ヘックスド
ライバー 1.22mmを使用してMPピック
アップガイドピンと一緒に締めます。

印象採得

ピックアップガイドピンを通すホールをト
レーに開けます。MPピックアップ印象コー
ピングの周りに印象材を流します。印象材を
盛ったトレーを配置し、印象を採得します。

印象材が硬化したら、ピックアップガイドピ
ンを緩め、トレーを取りはずします。MPピッ
クアップ印象コーピングは印象内に残された
ままとなります。最終補綴物が届くまで、
MPアバットメントに再度フリアデント MP
カバースクリューを装着します。

ステップバイステップ:
アバットメント レベルでのピックアップ法、オープントレー

アバットメント レベルの印象採得
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歯科技工所で作製される臨床的状況を再現した正確な模型
は、インプラント上部構造の正確な適合において重要となり
ます。

以下に示す手順に含まれるいくつかの治療手順は、歯科技
工所との密接な連携の下で行われます。

最初の来院時 : 
作業用模型のための印象採得

ジンジバルフォーマーを取り外し、フリアデ
ント MPアバットメントを使用する場合ピッ
クアップ印象コーピングによるピックアップ
法を使用して印象を採得します（39ページ
を参照）。

フリアデント MPアバットメントを使用して
いる場合は、次の段階までフリアデント MP
カバースクリューを被せて塞ぎます。使用し
ていない場合は、対応するジンジバルフォー
マーでアバットメントを再配置します（15
ページを参照）。

歯科技工所に印象を送付します。

歯科技工所内 : 作業用模型、個人ト
レーおよびインデックスコーピングの
作製

印象から作業用模型を作製します。この模
型に基づいてピックアップ法用にカスタマイ
ズしたトレーを作製します。トレーを作製す
る際は、印象材のための十分なスペースが
あることを確認します。

インデックスコーピングの作製にはフリアデ
ント MP印象コーピングを使用します。常温
重合レジン連結を個々のセグメントに分け、
口腔内で連結固定し、印象採得するために
歯科医師に送付します。

ステップバイステップ:
CAD/CAM 修復物用の印象

アバットメントレベルの印象採得

インプラント上部構造 : 
患者固有のブリッジおよび
バー支持式義歯

ザイブの患者固有のインプラント上部
構造は常にアバットメントレベルで作
製され、咬合面スクリューで固定され
ます。

1回法/直接法の補綴手順では、MP
アバットメントは患者の口腔内に残し
たままになります。2回法/間接法で
の補綴治療を使用する場合は、粘膜
高さに対応したMPアバットメントが
歯科技工所で選択されます。これは、
最終補綴修復とともに患者に装着され
ます。

インプラント上部構造は、チタンおよ
びコバルトクロムで作製可能です。



41

2回目の来院時 :
インデックスコーピングの口腔内
連結固定

ジンジバルフォーマーを取り外し、必要に応
じてフリアデント MP印象コーピングを挿入
します。インデックスコーピングの個々のセ
グメントをそれぞれに対応したアバットメン
トスクリューを使用してMP印象コーピング
に連結します。個々のセグメント間に十分な
スペースがあることを確認します。接触する
場合はトリミングします。

歯科技工所で使用されるものと同じ常温重
合レジンを用いたテンションフリーのセグメ
ントを口腔内で連結します。

連結の印象

印象材（アクアジルウルトラ、デンツプラ
イシロナ社など）およびカスタマイズされた
トレーを使用して、連結された状態で印象採
得を行います。印象材が硬化したら、アバッ
トメントスクリューおよびトレーを取り外しま
す。

この最終印象および固定キャップを模型の
作製のために歯科技工所に送付します。

アバットメント レベルの印象採得
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歯科技工所は2回目の印象から模型および口腔内で連結固
定された状況のワックスアップを作製します。

歯科技工所内 :
ワックスアップおよびトランスファー
キーの準備

模型が完成したら、歯冠形態を復元したワッ
クスアップを作製します。

模型と臨床状況とでインプラントの位置を比
較できるように、常温重合レジンから2つ目
のトランスファーキーを作製します。歯科技
工所でキーを連結します。

試適のため、コンポーネントを歯科医師に
送付します。

3回目の来院時 :
ワックスアップの試適

歯科技工所で機能および審美の両面におい
て歯冠形態を復元したワックスアップの試適
を行います。必要に応じて修正します。

ステップバイステップ:
CAD/CAM 修復物用の印象

アバットメント レベルの印象採得
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シェフィールド検査

常温重合レジントランスファーキーをインプ
ラントに取り付けます。固定スクリューを使
用してトランスファーキーのテンションフリー
の適合を確認します。確認の際は、片方ず
つ順番に締めます（右側の「シェフィールド
検査」を参照）。

シェフィールド検査

シェフィールド検査により、インプラン
ト上の固定された中間構造体の適合を
簡単に確認することができます。中間
構造体を装着後、それぞれのスクリュー
を固定しますが、一つのスクリューを締
める際、その他のスクリューは締めな
い状態にします。このため、中間構造
体は一度に1つのインプラントにのみ
固定されます。

フレームワークがテンションフリーの場合、1
つのスクリューを締めると中間構造体がすべ
てのインプラント上に乗ります。

中間構造体がテンションフリーでない場合、
インプラントとスクリューで固定されていない
中間構造体の一部の間に隙間が形成されま
す。

アバットメントレベルの印象採得



フリアデント エステティックベース
による修復

既製品のホリゾンタルスクリューまたはトラ
ンスバーサルスクリュー用のスクリューアク
セスホールのあるフリアデント エステ
ティックベースアバットメントは、カスタマ
イズが可能で、ショルダーの輪郭が解剖学
的に作製されており、さまざまな粘膜高さ
に対応しています。このアバットメントを使
用して、セメント固定式の単独クラウンとラ
テラルスクリュー固定する単独クラウンの
両方を作製できます。

インプラント支持による単独クラウンでの単独欠損歯の修復
向けに、ザイブ インプラントシステムでは、各種既製品およ
び患者固有の補綴オプションを広く提供しています。

これらを使用することで自然な審美性を備えた修復を作製
し、インプラント周囲の硬組織および軟組織の長期的なメイ
ンテナンスを行うことができます。

単独歯のクラウン

フリアデント セルコンによる修復

フリアデント セルコンアバットメントにより、
あらゆるセラミック修復物で前歯部におけ
る最高の審美需要に応えることが可能にな
ります。

セルコンアバットメント上でのオールセラ
ミックの単独歯修復の場合は、必ずセメン
ト固定式にする必要があります。

フリアデント オーロベースによる
修復

フリアデント オーロベースアバットメント
は、個々のクラウンアバットメントやセメン
ト固定または個別にスクリュー固定するク
ラウンを作製する土台となります。成型可
能なプラスチック製シリンダーにより、ア
バットメントデザインにおいてほぼ無制限
の個別性が得られます。

ザイブ インプラントによる修復
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患者固別のアトランティス アバット
メントによる修復

アトランティス アバットメントを使用する
ことで、前歯部と臼歯部における患者固
有のセメント固定式（アトランティス ア
バットメント）修復および単独歯スク
リュー固定式（アトランティス クラウンア
バットメント）修復が可能になります。こ
れは、機能面と審美面の両方において優
れた結果を得るための究極のベースであ
るということです。

Xive
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ステップバイステップ:
ザイブ プラットフォームスイッチコンセプト

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン

テンプベースの取り外し/粘膜下治癒

ザイブ インプラントは必ず、対応する直径
のフリアデント テンプベースとともに提供さ
れます。粘膜下治癒を予定している場合は、
ヘックススクリュードライバー 0.9mmでテ
ンプベースの固定スクリューを緩め、取り外
します。次にザイブ カバースクリュー PS D 
3.8を被せ、最大14Ncmで締め付け創面
を塞ぎます。

この手順は、D 4.5およびD 5.5イン
プラント直径にも適用可能です。より小
さい直径の適切なアバットメントのそれ
ぞれの使用方法に従ってください。
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例 : D 3.8インプラント用の専用の
PS補綴コンポーネントの使用

2.  ジンジバル
フォーマー

4.  エステティック
ベース 
アバットメント

1.  カバー 
スクリュー

3. 印象コーピング

補綴術式

インプラントの直径

D 3.8 PS

D 3.8

D 3.8

D 4.5

D 4.5

D 5.5



ザイブ ジンジバルフォーマー PS C
（スリム）の配置

粘膜貫通治癒の場合は、軟組織の厚みに対
応したザイブ ジンジバルフォーマー PS C
（スリム）を配置して、1.22mmのヘックス
ドライバーを使用して手指で締めます。

ピックアップ法を使用した印象採得

インプラント位置の正確な反映は、専用の 
PSコンポーネントを使用することで実現で
きます。ピックアップ法の場合は、ザイブ ト
ランスファーコーピング ピックアップPS C
を使用します。クローズトレー法では、ザイ
ブ トランスファーコーピングPS Cを使用で
きます。

最終補綴物

最終補綴での場合は、ジンジバルフォーマー
又はテンポラリーアバットメントをはずし、
歯科技工所で作製された最終のアバットメン
トおよびクラウンを装着します。

プラットフォームスイッチングによる軟組織の獲得

ザイブ プラットフォームスイッチングを使用した修復を成功
させるには、小さい直径で最終アバットメントを使用するこ
とだけでなく、直径を小さくしたカバースクリューから始め、
適切な補綴コンポーネントへと進めることが重要です。

プラットフォームスイッチングコンセプトは軟組織量を増やす
ように設計されています。軟組織が増えると、長期的な審美
結果が得られます。

Xive
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フリアデント エステティックベース
アバットメント

フリアデント エステティックベースアバットメ
ントは、ホリゾンタルまたはトランスバーサ
ルスクリュー固定またはセメント固定する単
独クラウンの作製に使用されます。

クラウンアバットメントは、インプラントの輪
郭と修復の解剖学的形態の間の移行部とし
ても機能するため、歯間の形状に影響をお
よぼします。

既製のフリアデント エステティックベースア
バットメントはチタン製で、インプラント直
径D 3.0～D 5.5に対応しています。研削
によりカスタマイズが可能です。

フリアデント エステティックベース

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン

ホリゾンタル スクリューおよび
トランスバーサル スクリュー

Dr. Marco Degidi、ボローニャ、イタリア
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フリアデント エステティックベースアバットメ
ントには、インプラントの軸に対して、0°（ス
トレート）のものと15°（アングルド）のも
のがあります。アバットメントはグレード2チ
タン製とチタン合金製（Ti6Al4Vグレード
5）があります。

インプラント接合部の上では、解剖学的形
状を付与した粘膜の高さ（1、2、3、5mm）
の形成マージンがアバットメントを囲んでい
ます。

ホリゾンタルスクリュー

•  アバットメント口蓋/舌側からのクラウン
固定

•  長さは “スタンダード” または “ロング” を
利用可能

•  ホリゾンタルスクリューリングあり/なしを
選択可。ホリゾンタルスクリューリングは、
金の含有率が高い貴金属合金を成型する
ために歯科技工所で使用されるものです。

•  フリアデント ヘックスドライバー 0.9mm
/14Ncmで固定

•  チタン合金グレード5、Ti6Al4Vで作製

トランスバーサルスクリュー

•  口蓋/舌側壁と口腔前庭側アバットメント
の両方でクラウンを固定

•2倍のネジ部長さによる最適な安定性

•  D 3.0およびD 3.4では、ホリゾンタルス
クリューをトランスバーサルスクリューとし
て使用

•  フリアデント ヘックスドライバー 0.9mm
/14Ncmで固定

•  チタン合金グレード5、Ti6Al4Vで作製

Xive
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ザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデント
エステティックベースアングルド

ザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデント
エステティックベース ストレート

フリアデント ホリゾンタルおよびトランス
バーサルスクリュー スタンダード、エステ
ティックベース用フリアデント スクリュー

フリアデント ホリゾンタルおよびトラン
スバーサル スクリュー ロング、フリア
デント ホリゾンタル スクリューシート

ザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデント

ザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデント

ザイブ エステティックベース PS ストレート（左）およびフリアデント

ザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデント

エステティックベース ストレート

ザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデント

エステティックベース ストレート

ザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデントザイブ エステティックベース PS アングルド（左）およびフリアデント

エステティックベース ストレート



ザイブ ジンジバルフォーマーC の
取り外し

ヘックスドライバー 1.22mmを使用してジ
ンジバルフォーマーを緩めます。

エステティックベースアバットメントの
配置

模型で決めたインデックス位置に基づいてイ
ンプラントにエステティックベースアバットメ
ントを装着します。エステティックベースは
アバットメントスクリューとともに、プロステ
ティックラチェットとフリアデントラチェット 
ヘックスドライバー 1.22mmまたはそれぞ
れのドライバーインサートを備えたトルク制
御付きコントラアングル ハンドピースを使用
して、24Ncmで締め付けます。

上部構造の装着

アバットメント上のクラウンの適合を確認し
ます。上部構造を洗浄し、消毒します。上
部構造は、セメント固定や、ホリゾンタルス
クリュー固定またはトランスバーサルスク
リュー固定が可能です。

ステップバイステップ:
フリアデント エステティックベースアバットメント
フリアデント エステティックベースアバットメントでは、セメ
ント固定のクラウンとラテラルスクリュー固定クラウンおよび
ブリッジの両方の作製が可能です。

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン

ブリッジ構造の作製については、単独
歯クラウンの場合と同じ手順が使用され
ます。エステティックベースアバットメ
ント上のブリッジ構造はセメント固定ま
たはスクリュー固定が可能です。
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上部構造のセメント固定

セメント固定にはリン酸亜鉛セメントを使用
できます。その際は、クラウン辺縁部の余剰
セメントを完全に除去するように注意しま
す。仮着用セメントでセメント固定する場合
は、アバットメントの上3分の2を粗面化す
る必要があります。

上部構造の横方向に横断する
スクリュー固定

トランスバーサルスクリュー固定では、上
部構造は口蓋／舌側と口腔前庭側両方の
アバットメントに固定されます。トランス
バーサルスクリューのネジ部は、最適な
安定性が得られるように長さが2倍ありま
す。D 3.0およびD 3.4では、ホリゾン
タルスクリューをトランスバーサルスク
リューとして使用します。

大臼歯の場合は通常、クラウンの輪郭が
より大きくなるため、ヘッド部が長いトラ
ンスバーサルスクリューを使用することが
推奨されます。トランスバーサルスク
リューはフリアデント ヘックスドライバー
0.9mmを使用して推奨トルクの14Ncm
で締め付けます。

上部構造の横方向のスクリュー固定

ホリゾンタルスクリュー固定では、上部構
造は口蓋/舌側のアバットメントに固定
されます。ホリゾンタルスクリューに使用
できる長さは、スタンダードまたはロング
です。

ホリゾンタルスクリューはフリアデント 
ヘックスドライバー 0.9mmを使用して
推奨トルクの14Ncmで締め付けます。

Xive
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フリアデント セルコン

フリアデント セルコンアバットメントにより、あらゆるセラミッ
ク修復物で前歯部における審美需要に応えることが可能にな
ります。きらめく輝きにより優れた審美性を実現します。二
酸化ジルコニウムセラミック製のセルコンアバットメントは、
安定性に優れています。ストレートとアングルドの両方のタ

イプを利用いただけます。フリアデント セルコンアバットメ
ントは、研削または焼き付けによりカスタマイズ可能です。
2つのシェードが用意されています。

すべてのセラミック製アバットメント

粘膜高さが2.0mm未満である場合、既製
のセルコンまたはセラベースのセラミック製
アバットメントが審美ソリューションとなりま
す。

フリアデント セルコンアバットメント

•  二酸化ジルコニウム製の1ピースの既製
品であるため、極めて安定性が高い

• 直径 D 3.8およびD 4.5を利用可能

• 粘膜高さはGH 1およびGH 2

•  角度は0°（ストレート）～ 15°（アングルド）
に対応

• ナチュラルまたはデンチンを利用可能

• 冷却注水を用いた研削が可能

•  締め付けにはフリアデント ヘックスドライ
バー 1.22mm/24Ncmを使用。

Dr. Marco Degidi、ボローニャ、イタリア

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン

セラミック製クラウンまたはセラミック 
ショルダーを使用したクラウンは、いか
なる場合もセメント固定式を用いる必要
があります。セラミック製アバットメント
の適応は前歯部限定となります。

52



ザイブ ジンジバルフォーマー C の
取り外し

ヘックスドライバー 1.22mmを使用してジ
ンジバルフォーマーを緩めます。

セルコンアバットメントの配置

模型で決めたインデックス位置と同じ位置の
インプラントにフリアデント セルコンアバッ
トメントを装着します。セルコンアバットメン
トはアバットメントスクリューとともに、プロ
ステティックラチェットとフリアデント ラ
チェットヘックスドライバー 1.22mmまた
はそれぞれのドライバーインサートを備えた
トルク制御付きコントラアングルハンドピー
スを使用して、24Ncmで締め付けます。

上部構造のセメント固定

アバットメント上のクラウンの適合を確認し
ます。上部構造を洗浄し、消毒します。セメ
ント固定にはリン酸亜鉛セメントを使用でき
ます。その際は、クラウン辺縁部の余剰セメ
ントを完全に除去するように注意します。

ステップバイステップ:
フリアデント セルコンアバットメント

Xive
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2ピースの既製のフリアデント セラベース セラミック製ア
バットメントは、審美的な修復に対するあらゆる需要を満た
します。特に前歯部におけるオールセラミック修復で単独ク
ラウンを作製可能です。

フリアデント セラベース

フリアデント セラベース

フリアデント セラベースを使用することで、
上顎および下顎の前歯部の極めて高い審美
性を備えた単独クラウンを支持できます。軟
組織が非常に薄い症例に最適です。フリア
デント セラベースは、ストレートアバットメ
ント症例や、ややアングルドの症例に使用で
きます。

フリアデント セラベースアバットメントは、
インプラント直径D 3.4～D 5.5mmに対
応しており、チタン製のインサート部分とセ
ラミック製のスリーブ部の2ピースで構成さ
れています。アバットメントは、ワイド形状
と解剖学的形状のいずれかを使用可能です。

既製のセラミックアバットメントにより、間接
法または直接法の両方を使用して、審美性
があり高品質なオールセラミックの単独クラ
ウンを作製できます。

間接法の場合、オールセラミッククラウンを
セメント固定する、歯冠色のアバットメント
が歯科技工所でセラミックスリーブから作製
されます。

セメント固定またはオクルーザルスクリュー
固定の単独クラウンの場合の直接法では、
歯科技工所はセラミック製スリーブを適切な
セラミックに直接築盛し、それをチタン製の
コアに接着します。

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン
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歯科技工所の手順

セラミック製スリーブは、歯の解剖学的形状
に基づいてカスタマイズされ、直接築盛さ
れるか、オールセラミッククラウンの作製の
ために準備されます。

フリアデント セラベース 
アバットメントの配置

模型で決めたインデックス位置と同じ位置の
インプラントに、カスタマイズしたフリアデ
ント セラベースアバットメントを装着します。

フリアデント セラベースはアバットメントス
クリューとともに、プロステティックラチェッ
トとフリアデント ラチェットヘックスドライ
バー1.22mmまたはそれぞれのドライバー
インサートを備えたトルク制御付きコントラ
アングル ハンドピースを使用して、24Ncm
で締め付けます。

最終補綴物の提供

アバットメント上のクラウンの適合を確認し
ます。上部構造を洗浄し、消毒します。アバッ
トメントスクリューの上部を封鎖し、フリアデ
ント セラベースの上にクラウンをセメント固
定します。余剰セメントをすべて慎重に取り
外します。

インプラントの軸の位置が正しい場合は、咬
合面スクリュー固定修復でセラベース アバッ
トメントに直接築盛することもできます。

この場合、ジンジバルフォーマーを取り外し
た後、最終クラウンはアバットメントスク
リューとともに、プロステティックラチェット
とフリアデント ラチェットヘックスドライバー
1.22mmまたはトルク制御付きコントラア
ングルハンドピースを使用して、24Ncmで
締め付けます。

ステップバイステップ:
フリアデント セラベース アバットメント

Xive
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ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン

フリアデント オーロベース

フリアデント オーロベースの特殊な適用とし
ては、大幅な軸角度の開きの修正、咬合面
からのスクリュー固定式シングルクラウンの
作製、テレスコープまたはコニカルクラウン
の主要部分の作製があります。

•  対応するアバットメントスクリュー付きで 
D 3.0～D 5.5が使用可能

•  高さ14mmのPOM 樹脂製ワックスアッ
プスリーブ

•  既製HSLベースの鋳接可能な貴金属合金

•  深さ3.4mmで、内部に六角形を有する
インプラント アバットメント コネクション
により、アバットメントとインプラント間の
回転防止機能を実現

歯科技工所の手順

フリアデント オーロベースを模型に配置し、
解剖学的状況に従ってカスタマイズします。

クラウンフレームワークのワックスアップと、
予定されている補綴修復に対応した個々の
歯肉マージンの形成を行います（詳細につ
いては、使用説明書を参照してください）。

オーロベースアバットメントを加工する際は、
作業用模型には通常のインプラントアナログ
ではなく、フリアデント ミリングインプラント
（ミリング加工用レプリカ）を使用する必要が
あります。

フリアデント オーロベースD 3.0、アバットメントスクリュー スタンダードD 
3.0（左）フリアデント オーロベースD 3.4～ D 5.5、アバットメントスク
リュー スタンダード

ブリッジの場合も、シングルク
ラウンの場合と同じ手順が使用
されます。
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1ピース型のフリアデント オーロベースアバットメントは、セ
メント固定またはスクリュー固定する個々のクラウンアバット
メントを作製する支台となります。既製の成型可能なアバッ
トメントにより、アバットメントデザインにおいてほぼ無制限
の個別性が得られます。

ステップバイステップ:
フリアデント オーロベースアバットメント



フリアデント オーロベース
アバットメントの配置

模型上で決めたインデックス位置と同じ位置
でそれぞれのインプラントにオーロベースア
バットメントを装着します。オーロベースア
バットメントはアバットメントスクリューとと
もに、プロステティックラチェットとフリアデ
ント ラチェット用ヘックスドライバー
1.22mmまたはドライバーインサートをト
ルク制御付きコントラアングルハンドピース
に装着して、24Ncmで締め付けます。

上部構造のセメント固定

アバットメント上のクラウンの適合を確認し
ます。上部構造を洗浄し、消毒します。

通常、セメント固定にはリン酸亜鉛セメント
を使用できます。その際は、クラウン辺縁部
の余剰セメントを完全に除去するように注意
します。

仮着セメントで固定する場合は、アバットメ
ントの上3分の2を粗面化またはブラスト処
理する必要があります。
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1.22mm
24Ncm

上部構造のスクリュー固定

歯冠形態に築盛したオーロベースを咬合
面からヘックスドライバー 1.22mmを使
用してインプラントに24Ncmのトルクで
締め付けます。

ホリゾンタルスクリュー固定（前歯部）で
は、ヘックスドライバー 0.9mmを使用し
て14Ncmのトルクでクラウンをオーロ
ベースアバットメントに固定します。

0.9mm
14Ncm

別の術式
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従来のCAD/CAMを超えたアトランティスの患者固別のア
バットメントを使用することで、ザイブ インプラントに個別
性をもたらすベースが提供されます。

アトランティスアバットメントは、セメント固定および単独歯
のスクリューによる固定修復をサポートし、機能面と審美面
の両方において最適な結果を得るためのベースになります。

アトランティス 患者固有アバットメント

高い柔軟性と精度

アトランティス アバットメントでは、すべて
の必要なデザイン パラメーターが考慮され
ているため、優れた補綴修復が可能となり
ます。特許取得済みのアトランティス VAD
（バーチャル アバットメント デザイン）ソフ
トウェアにより、各アトランティス アバットメ
ントは、固有の欠損スペース、隣接歯、軟
組織の解剖学的構造を考慮し、最終歯冠形
態に基づいて症例ごとにデザインされます。

最適化された軟組織の管理

アトランティス アバットメントのエマージェン
スプロファイルは、個別にデザインできるた
め軟組織の形成に使用できます。

調整不要

ザイブ用のアトランティス アバットメントの
正確な連結により、強固で安定した適合性
および最適な荷重伝導が実現します。アトラ
ンティスの患者固別のアバットメントは、チェ
アサイドで修正する必要性も減らします。

セメント固定式修復物用 
アトランティス アバットメント

アトランティス アバットメントは、チタン、
ゴールドシェードチタン、またはジルコニア
製が利用できます。ジルコニア製アバットメ
ントには、複数のシェードが用意されていま
す。

スクリュー固定式修復物用 
アトランティス クラウンアバットメント

アトランティス クラウンアバットメントは、チ
タンおよび乳白色を含む5種類のシェードの
ジルコニアを使用できます。

これは、単独歯のスクリュー固定式修復にお
いて、従来の鋳接アバットメントへのポーセ
レンまたはコンポジットレジンの直接築盛に
よるキャスト アバットメントに代わる、効率
的、効果的かつ審美的なクラウンアバットメ
ントです。

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン
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チェアサイドの手順

口腔内スキャナーおよびアトランティス IO 
FLOを使用して、インプラントレベルのデ
ジタル印象を採得します。デジタルファイル
を分析し、アトランティスアバットメントの依
頼と合わせてファイルを歯科技工所に転送し
ます。

別の方法として、従来のようにインプラント
レベルの精密な印象（アクアジルウルトラ、
デンツプライシロナ社など）を採得し、アト
ランティス アバットメントの依頼と合わせて
歯科技工所に送付します。

歯科技工所の手順

デジタルファイルを確認するか、従来の印象
を使用してガムシリコンを含む模型を作製し
ます。歯科技工所で模型をスキャンするか、
またはデンツプライシロナ インプラントの製
作所に送付します。アトランティス ウェブオー
ダーでデザインおよび製造の注文を送信し
ます。

アバットメント デザイン

アトランティス アバットメントは、アトラン
ティス VAD ソフトウェアを使用してデンツ
プライ インプラントでデザインされます。こ
のソフトウェアにより、欠損スペースや隣在
歯を考慮した各アバットメントをデザインで
きるようになります。アバットメント デザイ
ンは、製造前にアトランティス 3Dエディター
で歯科技工士が確認し、承認します。

ステップバイステップ:
アトランティス 患者固有アバットメント
アトランティスの患者個別アバットメントは、チタン、ゴール
ドシェード（窒化チタン コーティング－ TiN）、および多様
なシェードのジルコニアを含む生体適合性材質の中から審美
的要求度の高い症例に選択できます。

アトランティス VAD（バーチャル アバットメント デザイン）
は、アバットメントのデザインをすべて仮想環境で行うため
のエキスパートシステムソフトウェアです。入力したすべての
情報を活用してアバットメントの初期デザインに変換できる
スマートなソフトウェアです。

ザイブ インプラントによる修復 | 単独歯クラウン
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最終補綴物

アトランティス アバットメントおよびアバット
メントスクリューが歯科医師に提供されま
す。

アトランティス アバットメントの追加修正は
しないことをお勧めします。

アバットメントの装着

アバットメントはアバットメントスクリューと
ともに、プロステティックラチェットとフリア
デント ラチェット用ヘックスドライバー
1.22mmまたはドライバーインサートをト
ルク制御付きコントラアングルハンドピース
に装着して、24Ncmで締め付けます。

すべてのコンポーネントを洗浄し、消毒しま
す。金属製のクラウンはセメント固定または
スクリュー固定することができます。オール
セラミッククラウンやセラミックショルダーを
使用したクラウンは、いかなる場合もセメン
ト固定式を用いる必要があります。

Xive

ブリッジ構造の作製については、単独
歯クラウンの場合と同じ手順が使用され
ます。個々のアバットメント上のブリッ
ジ構造はセメント固定のみが可能です。
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アトランティス クラウン  
アバットメント

アトランティス クラウンアバットメントは、
スクリュー固定式の単独歯修復に対応して
います。これは従来の鋳接アバットメント
に代わる効率的、効果的かつ審美性に優
れたアバットメントです。ポーセレンまた
はコンポジット レジンをアバットメントに
直接築盛することができ、アバットメント
デザインは、築盛材に対応しています。ア
トランティスクラウンアバットメントは、チ
タン（グレード5）および5種類のシェー
ドのジルコニアで作製できます。

詳細については、アトランティス患者固別ア
バットメントのデザインガイドを参照してくだ
さい。

別の術式



ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

広範囲な欠損および無歯顎向けの 
固定式ソリューション

インプラント レベルでの補綴修復
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フリアデント エステティック
ベースによる修復

ホリゾンタルおよびトランス
バーサル スクリュー用のホー
ルを加工済みのフリアデント 
エステティックベース アバット
メントは、カスタマイズが可能
です。ショルダーが解剖学的
に輪郭形成されており、さまざ
まな粘膜高さで利用可能です。

これらのアバットメントを使用
して、セメント固定式のブリッ
ジとラテラルスクリュー固定式
のブリッジの両方に適用できま
す。

フリアデント オーロベース
による修復

オーロベースアバットメントを
構成する既製のインプラント接
合部は、個々のアバットメント
のベース部分の役目を果たし、
ほぼ無制限の個別性が得られ
ます。

したがって、軸角度の開きが
大きい症例や、咬合クリアラン
スが小さい症例など、特殊な
問題があり、テレスコープまた
はコニカル クラウン技法が必
要な修復例に使用することが
できます。

患者固別のアトランティス
アバットメントによる修復

アトランティス アバットメント
を使用することで、前歯部と臼
歯部における患者固有のセメ
ント固定式（アトランティス ア
バットメント）修復および単独
歯スクリュー固定式（アトラン
ティス クラウンアバットメント）
修復が可能になります。これ
は、機能面と審美面の両方に
おいて優れた結果を得るため
の究極のベースであるというこ
とです。



アバットメント レベルでの補綴修復
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ザイブ/フリアデント MP
アバットメントによる修復 :
キャスタブル/キャストトゥー 
ワックスアップスリーブ

キャスタブルおよびキャスト
トゥーのフリアデント ワックス
アップスリーブは、ザイブ/ フ
リアデント MPアバットメント
上でスクリュー固定するブリッ
ジの作製に使用されます。

ザイブ/フリアデント MP
アバットメントとアトラン
ティス上部構造による修復

アトランティス バー、ブリッジ、
またはハイブリッドは、部分欠
損症例および無歯顎症例向け
のソリューションであり、患者
様の審美性と機能性に対する
要望や好みに応えます。



ザイブ/フリアデント MPアバットメント
（マルチ パーパス）

ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

MPトランスファー印象コーピングを使用した
アバットメント レベルでの印象採得とカバー
スクリューによる封鎖

ザイブ MPアバットメントアングルド、
シーティングインスツルメントに取り
付けられたザイブ Mインサートヘッド

カラーコード化されたMPアバットメント（D 3.4～
4.5）およびMPアバットメントスクリュー。スクリュー
ヘッドに付けられているグルーブの数は、対応するア
バットメントインサートの粘膜の高さを表しています。

フリアデント MPアバットメントは、複数インプラントによる
修復のためのスクリュー固定式ブリッジまたはバー構造の支
持に使用されます。補綴術式は、1回法（直接）または2回
法（間接）の2種類の術式を使用できます。

フリアデント MPアバットメントスト
レート/ザイブ MPアバットメントアン
グルド

フリアデント MPアバットメントストレートと
ザイブ MPアバットメントアングルドはチタ
ン製です。さまざまな直径および粘膜の高
さに対応しています。各MPアバットメント
の粘膜高さに対応するMPアバットメンット
スクリューがあります。これを使用してイン
プラントにMPアバットメントインサートを締
め付けます。

ザイブ MPアバットメントアングルドはヘッ
ド部分が非常に小さく、上部構造のデザイ
ンにおいて高さと直径の両方の点で優れた
自由度をもたらします。

シーティングインスツルメントは短く柔軟性
があるため、特にスペースが限られている
場合でも、確実に取り扱うことができ、アバッ
トメントを簡単に配置できます。

ザイブ MPアバットメント PS（プラッ
トフォームスイッチング）

•  直径が3.8および4.5のインプラントで、
より小さい径のアバットメントを使用した
修復が可能

•  PSアバットメントが長期的な審美結果を
支持

•  すべてのPSアバットメントにPSのレー
ザーマーク付き

SmartFixコンセプト － 
インプラント傾斜埋入のための補綴
ソリューション

SmartFiXコンセプトにより、最少4本のイ
ンプラントで、上顎および下顎の無歯顎患
者にスクリュー固定式ブリッジまたはバー義
歯による修復が可能になります。

一般的な着脱方向を得るため、傾斜埋入さ
れたインプラントには15°または30°のザイ
ブ MPアングルドアバットメントを配置しま
す。

補綴オプションは2つあります。従来の上部
構造を作製する方法と、高精度の適合性を
備えたアトランティスによるインプラント上部
構造を使用する方法です。
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MPアバットメントインサート
+ MPインサートスクリュー

1回法/ 直接法による補綴術式

MPカバー  
スクリュー

MPトランスファー印象コーピング/
MPピックアップ印象コーピング

MPインプラント
アナログ

MPバーコーピング/キャストトゥー
ワックスアップスリーブ/鋳造用プラ

スティック スリーブ

MPアバットメントでの修復については、2
種類の補綴術式を使用できます。

• 1回法（直接法による補綴術式）

• 2回法（間接法による補綴術式）

1回法/直接法による補綴術式

直接法では、MPアバットメントはインプラ
ント埋入時または粘膜下治癒後の2次オペ
時に直接取り付けられ、「1つのアバットメン
トで一度」の原則に従い、患者の口内に残
されます。

印象はアバットメントレベルで採得し（印象
採得の詳細な手順は40ページを参照）、歯
科技工所で MPインプラントアナログを用い
て作製します。

2回法/間接法補綴術式

2回法術式では、印象はインプラントレベル
で採得します（印象採得の詳細な手順は34
ページを参照）。

歯肉の高さに対応したMPアバットメントが
歯科技工所で選択されます。これは、最終
補綴修復とともに患者に装着されます。
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骨移植が不要に

角度をつけて配置されたインプラントを使用
することで、骨増成および重要な解剖学的
に注意が必要な領域を大幅に回避できます。
たとえば、これにより上顎洞底拳上術や下顎
神経移行術が不要になります。

安定性のある補綴適合性

既存の骨量にインプラントを傾斜埋入するこ
とで、補綴物の支持領域が遠位まで広がり
ます。したがって、既存の骨が最適に活用
され、カンチレバーを減らすことで補綴物の
支持が改善されます。

この修復には2通りの作製方法があります。
従来の上部構造を作製する方法と、高精度
の適合性を備えたアトランティスによるイン
プラント上部構造を使用する方法です。

SmartFixコンセプトには次のようなメリッ
トがあります。

• 安定性のある補綴適合性の実現

•  インプラントを埋入傾斜することで、解剖
学的に重要な領域を回避

SmartFixコンセプト

スマートフィックスコンセプトにより、最少4本のインプラン
トで、上顎および下顎の無歯顎患者にスクリュー固定式ブリッ
ジまたはバー義歯による修復が可能になります。

一般的な着脱方向を得るため、傾斜埋入されるインプラント
は、15°または30°のザイブ MPアバットメントアングルドで
修復されます。

ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎
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インプラント埋入

必要に応じて、インプラントに角度を付けて
埋入します。その際、アバットメントが計画
された方向へ位置するようインプラントドラ
イバーのマーカーの向きを調整してくださ
い。2つのインプラント間の軸角度の誤差は
最大45°まで補正できます。シムプラントな
どの3Dコンピューターシミュレーションの
術前治療計画によるガイデッドサージェリー
での治療を推奨します。

ザイブ インプラントシステム埋入の詳細は
外科マニュアルをご参照ください。

スクリュー固定式アングルド
アバットメントの装着

MPアバットメントアングルドのアバットメン
ト本体はシーティングインスツルメントを使
用してインプラントに取り付けます。アバット
メントのプラットフォームは、咬合平面に対
して平行にする必要があります。スクリュー
の締め付けにはヘックスドライバー 1.22 
mmを使用し、24Ncmのトルクで締めま
す。

必要に応じて、アバットメントの装着前に周
囲骨の調整を行います。適切なX線画像で
アバットメントの最終的な適合性を確認しま
す。

シーティングインスツルメントの
取り外しと反転

MPアバットメントアングルドのインプラント
に装着されたアバットメント本体から、シー
ティングインスツルメントを反時計回りに回
転させ緩めて外します。

その後、シーティングインスツルメントを上
下180°回転させ、シーティングインスツル
メントに組み込まれているアバットメントヘッ
ドをアバットメント本体に装着します。

ステップバイステップ:
SmartFixコンセプト
アングルドのMPアバットメントアングルドの2つのコンポー
ネントはシーティングインスツルメントに取り付けられていま
す。シーティングインスツルメントは、PEEKプラスチック
製で、必要に応じて口腔外側は整形しておくことが可能です。

そうすることで、MPアバットメントアングルドをインプラント
に簡単に配置できるようになります。
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ステップバイステップ:
SmartFixコンセプト

ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

アバットメントヘッドの装着

アバットメント本体を適切なトルクで装着後、
シーティングインスツルメントを使用してア
バットメントヘッドをアバットメント本体に手
指で固定します。アバットメントヘッドから
シーティングインスツルメントを取り外しま
す。

アバットメントヘッドの固定と縫合

Friadentラチェットシーティングインスツル
メントMPアバット用を使用してアバットメン
トヘッドを固定します。

アバットメントレベルでの
印象採得

MPインプレッションコーピングピックアップ
を使用して、オープントレー法でアバットメ
ントの位置を印象採得します。

歯科技工所に印象を送付します。
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既存の補綴物を使用する場合の注意事項 :
• MPリテンション スリーブを配置し、必要に応じて 
短くします。

• 補綴物を削合して適切に窪ませます。
• MPリテンション スリーブがずれないようにします。
• 過剰な重合収縮を避けます。

•  適宜成形したラバーダム シートを使用して軟組織を 
保護します。

•  気泡が無く粘性のある常温重合型レジンを混合します。
•  MPリテンション スリーブを完全に覆い、スクリュー  
ホールを確保してください。

カバースクリューによる封鎖

MPアバットメントアングルドは患者の口腔
内に残るため、補綴修復物が届くまで、MP
カバースクリューで封鎖します。

暫間補綴修復

既存の補綴物を修正して、暫間修復物にす
ることができます。補綴物内でMPリテンショ
ンスリーブのずれにより咬合が変わらないよ
う、重合プロセス中の補綴物の横方向およ
び/または縦方向のずれを回避する必要が
あります。補綴物のカンチレバーはできる限
り短くする必要があります。

最終上部構造のスクリュー固定

上部構造を洗浄・消毒し、ヘックスドライ
バー 1.22mmを使用して24Ncmのトル
クでMPアバットメントに装着します。

Xive
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フリアデント キャスタブルワックス
アップスリーブ

ザイブ/フリアデント MPアバットメントとフ
リアデント キャスタブルワックスアップスリー
ブの組み合わせは、スクリュー固定式ブリッ
ジ フレームワークの作製に使用されます。
選択した術式（67ページを参照）に応じ
て、MPアバットメントがチェアサイドまたは
技工所で選択されます。ワックスアップスリー
ブは、対応するMPアバットメントに応じて
常に歯科技工所で選択されます。歯科技工
士は、必要に応じてワックスアップスリーブ
を短くし、ブリッジフレームワークの土台とし
て使用します。鋳造後、フレームワークの接
合面をフリアデント フィニッシャーで滑らか
にする必要があります。

フリアデント フィニッシャー

ステンレス鋼製のフリアデント フィニッ
シャーは、接合面の適合および鋳造工程で
残った粗雑面を、簡単かつ正確に平滑化す
るために必要です。

スクリューヘッド固定用のフィニッシャーを
使用することで、鋳造用プラスチック スリー
ブに使用するフリアデント MPスクリューが
正確に固定されるようになります。

フリアデント キャストトゥー 
ワックスアップスリーブ

POMプラスチック製のキャストトゥーワック
スアップスリーブは、高融点の鋳接用貴金
属合金シリンダーに取り付けられています。

MPアバットメント上のフリアデントキャスト
トゥーワックスアップスリーブは、スクリュー
固定式ブリッジの作製に使用されます。選択
した術式（67ページを参照）に応じて、
MPアバットメントがチェアサイドまたは技
工所で選択されます。対応するクラウンベー
スを常に歯科技工所で選択し、必要に応じ
てスリーブを短くし、ブリッジフレームワーク
の土台として使用できます。

キャスタブル ワックスアップスリーブとは異
なり、キャストトゥー ワックスアップスリーブ
は、フリアデント フィニッシャーで仕上げを
行う必要はありません。

フリアデント キャスタブル/
キャストトゥー ワックスアップスリーブ

ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

フリアデント キャスタブルおよびキャストトゥーワックスアッ
プスリーブは、フリアデント MPアバットメント上のスクリュー
固定、個別のミリングブリッジ、バー構造の作製のための既
製ワックスアップベースとして使用されます。
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フリアデント パッシブフィット セット/
ザイブ MPリテンション スリーブ

ザイブ MPリテンション スリーブ

• 補綴物/ブリッジの重合

•  アバットメント レベルの印象採得（ピックアップ）

• チタン合金（グレード5）

• カラーコードとレーザータグ付き

• ショートおよびロング

Xive
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ステップバイステップ:
キャスタブル/ キャストトゥー ワックスアップスリーブと
MPアバットメント

ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

印象採得とワックスアップスリーブの 
使用

印象はインプラントレベル（MPアバットメ
ントは歯科技工所で選択）でもアバットメン
トレベル（MPレプリカにモデルを装着）で
も採得可能で、採得にはそれぞれの印象コー
ピングを使用します（印象採得の詳細につ
いては、34ページを参照）。

上部構造は、歯科技工所で鋳造用プラスチッ
クスリーブ、またはクラウンベースを使用し
て作製されます。キャスタブル/キャスト
トゥー スリーブの使用説明に関する指示を
考慮します。

上部構造の作製

ブリッジ（またはバー）構造のワックスアッ
プ、鋳造を行い、提供する前に使うべきフィ
ニッシャーで研磨します。キャストトゥー ワッ
クスアップスリーブを使用している場合は
フィニッシャーは不要です。

続いて、ブリッジの築盛します。歯科技工所
での手順に関する詳細な説明は、ザイブ技
工マニュアルを参照してください。

1回法/直接法による補綴術式

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してMP
アバットメントからMPシーリングキャップを
取り外します。

ヘックスドライバー 1.22mmを使用して 
24Ncmのトルクで、MPインサートスク
リュー（MPアバットメントアングルドの場合
はインサートヘッド）の強固な適合を確認し
ます。
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2回法/ 間接補綴術式

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してジ
ンジバルフォーマーを緩めるか、インプラ
ントを露出しインプラントカバースク
リューを取り外します。

次に、MPアバットメントを取り付け、対
応するMPアバットメントスクリューととも
にMPドライバーを使用して締めます。
MPアバットメントスクリューの推奨トルク
は24Ncmです。

適合性の確認

最後の完成前に、相互関係、審美性、補
綴物、咬合状態（シェフィールド検査、
43ページを参照）の適合性を確認しま
す。

上部構造の配置

最終補綴物については、上部構造とキャ
スタブルスリーブのフリアデント MPスク
リューをヘックスドライバー 1.22mmを
使用して24Ncmのトルクで固定します。

別の術式

1.22mm
24Ncm



ザイブ インプラントによる修復 | 広い歯間および無歯顎

ステップバイステップ: アトランティス ブリッジおよび
ハイブリッドを使用したMPアバットメント
アトランティスのインプラント上部構造は、インプラントレベ
ルまたはアバットメントレベルで複数のインプラントを使用し
た部分欠損または無歯顎症例の修復のための、患者固有の
ソリューション作製においてあらゆるオプションを提供しま
す。

アトランティスブリッジは、セラミックまたはコンポジット積
層技術のために削減された最適な解剖学的なフレームワー
クを提供します。
アトランティスハイブリッド構造は、追加の維持要素を提供
します。修復物の完成にはレジン歯およびアクリリックレジン
を使用できます。

印象採得と歯科技工所の手順

印象はインプラントレベル（MPアバットメ
ントは歯科技工所で選択）でもアバットメン
トレベル（MPインプラントアナログにモデ
ルを装着）でも採得可能で、採得にはそれ
ぞれの印象コーピングを使用します（印象
採得の詳細については、34ページを参照）。

歯科技工所では、ガムシリコンおよびシリコ
ンキーを使用して、歯牙情報の診断を行った
り、ブリッジまたはハイブリッド構造作製の
ための模型上のワックスまたはレジン製のデ
ザインテンプレートを作製します。

オーダーの手順

フレームワークのオーダーは、アトランティ
ス ウェブオーダー（www.Atlantiswe-
border.com）から送信します。模型、該
当する場合はMPインプラント アナログまた
はMPアバットメントおよび診断用ワックス
アップ模型またはデザインテンプレートをデ
ンツプライシロナ インプラントの製作所に
送付します。

ブリッジおよびハイブリッド修復の機能性を
審美性を向上させるために、歯科技工所は
アングルドスクリューアクセスのオプションを
利用することができます。これは、オーダー
手順に記載されている必要があります。

デザイン

DDSC-Tokyoでは、模型および診断用歯
牙情報を3Dスキャンし、上部構造をデザイ
ンします。デザインはミリング前に歯科技工
所でアトランティスビューアを使用して確認
され、製造の承認を受けます。

完成した上部構造は、対応するアトランティ
ス補綴スクリューとともに提供されます。上
部構造は歯科技工所でセラミックまたはコン
ポジットレジンで築盛され、スクリューとと
もに歯科医師に送付されます。
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1回法/直接法による補綴術式

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してMP
アバットメントからカバースクリューを取り外
します。ヘックスドライバー 1.22mmを使
用して24Ncmのトルクで、MPインサート
スクリュー（MPアバットメントアングルドの
場合はインサートヘッド）の強固な適合を確
認します。

Xive
アトランティスの患者固有のインプラント
上部構造は、アングルドのスクリューア
クセスという独自の機能を備えています。
スクリューチャネルの位置を合わせるこ
とにより、補綴物のスクリューアクセス
の位置を最適化し、ブリッジやハイブ
リッド修復の機能性と審美性を向上させ
ることができます。
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2回法/間接補綴術式

ヘックスドライバー 0.9mmを使用して
ジンジバルフォーマーを緩めるか、イン
プラントを露出しカバースクリューを取り
外します。

次に、MPアバットメントを取り付け、対
応するMPアバットメントスクリューととも
にMPドライバーを使用して締めます。
MPアバットメントスクリューの推奨トル
クは24Ncmです。

上部構造の配置

すべてのコンポーネントを洗浄し、消毒し
ます。築盛されたアトランティスブリッジ
またはハイブリッドをMPアバットメント
にスクリュー固定し、スクリューアクセス
ホールを塞ぎます。

注意 : 無歯顎用のフルブリッジ構造の作
製については、広範囲の欠損症例と場合
と同じ手順が使用されます。

別の術式

1.22mm
24Ncm



ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

無歯顎向けの可撤式ソリューション
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ザイブ ロケーターによる 
修復

ロケーターの自己調整機能に
より上顎と下顎の両方のオー
バーデンチャーを正確かつ容
易に配置することができ、軸角
度の開きを最大で40°まで補
正できます。

垂直方向の高さが低いため、
可動性や咬合高径が限られて
いる患者にとっても理想的なソ
リューションとなっています。

フリアデント ボール アタッチ
メントによる修復

調整可能なフリアデント ボー
ルアタッチメントは、下顎にお
けるオーバーデンチャーの迅
速かつ経済的な固定法を提供
します。ボール部上でボール
アタッチメント マトリクスを回
転させることで、インプラント
の軸角度の開きを最大15°ま
で補正できます。

フリアデント ボールアタッチメ
ントのコンセプトにより、使用
中の義歯のチェアサイドでの
加工や、歯科技工所での新し
い補綴物の作製が可能になり
ます。

フリアデント オーロベース
による修復

オーロベースアバットメントの
既製のインプラント接合部は、
個々のアバットメントの土台の
役目を果たし、ほぼ無制限の
個別性が得られます。

したがって、軸角度の開きが
大きい症例や対合歯とのクリア
ランスが限られている症例な
ど、特殊な問題があり、テレス
コープまたはコニカルクラウン
技法が必要な修復例に使用す
ることができます。

フリアデント テレスコープ
アバットメントによる修復

フリアデント テレスコープア
バットメントは、テレスコープ
またはコニカルクラウンでオー
バーデンチャーを固定するた
めに使用されます。

チタン製のフリアデント テレス
コープアバットメントは、軸角
度に開きがある場合でもカス
タマイズされた作製が可能に
なります。

ロケーター
コンセプト



Xive
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ザイブ/フリアデント  
MPアバットメント/バー
による修復

フリアデント バーコーピング
は、ザイブ/フリアデント MP
アバットメント上でオーバーデ
ンチャーを固定するバー構造
の作製に使用されます。ロウ
着、レーザー溶接用のバージョ
ンがあります。

フリアデント MPアバット
メント/アトランティスバー
による修復

患者の最終補綴物であるフリ
アデント MPアバットメント上
のアトランティスバーは、高品
質かつテンションフリーの患者
固有のバー上のアタッチメント
により固定されます。

アトランティス コーヌス
コンセプトを使用した修復

アトランティス コーヌスコンセ
プトにより、費用効果が高い、
インプラント支持による補綴物
を無歯顎患者に提供できるよ
うになります。

このソリューションは、摩擦に
よる維持方式の非弾性補綴物
の安定性のみならず、固定式
補綴の快適さも兼ね備えてい
ます。

このコンセプトは、患者固有の
アトランティス コーヌスアバッ
トメントと既製のシンコーン
キャップで構成されています。

SmartFixコンセプト
アトランティス コーヌス

コンセプト



セルフアライニングデザイン
－ ワンクリックで固定

• 補綴物のアライメントが容易。

• 軽圧で補綴物を正確な位置に装着。

低い高径
－ 限られた咬合スペースでもゆとりあ
る空間

•  アバットメント上に付与された維持部は粘
膜縁上の低い位置に。

•  咬合高径が制限されるケースでも、補綴
物の挿入を容易にする十分なスペース。

多種類の維持力
－ 傾斜を補正

•  維持力を調整することができるインサート
メールと呼ばれるカラーコード化されたイ
ンサートを用いることによりカスタマイズ
が可能。

•  インプラント同士の傾斜が40°まで補正可
能。

安全な（確実な）維持
－ 補綴物の継続的な耐久性

•  ロケーターアバットメントの二重の維持機
構は、従来型のアタッチメントとくらべ、
補綴物の装着を容易に。

•  最適な補綴物の耐久性と、回転が可能で
摩耗が少ないインサートメール。

ロケーターコンセプト

インプラントでサポートされる補綴物のシンプルで確実な固
定は、主に高齢者への修復処置の成功のために必要不可欠
なものです。

セルフアライニングのロケーターは、上下顎においてインプ
ラントが傾斜し角度の差が発生した場合でも、簡便にオー
バーデンチャーを正しい位置に修正、誘導します。その低い
高径は、口腔内のスペースや可動域に制限がある患者にとっ
ても理想的なソリューションとなります。

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

ザイブ ロケーターアバットメントおよびロケーター インサート メール（クリア/ ストロング、ピンク/ ライト、ブルー / エキストラ 
ライト）。エクステンドレンジ : グレー / ゼロ、グリーン/ ストロング、オレンジ/ ライト、レッド/エキストラ ライト）。
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ロケーター インプラントアタッチメントシス
テムを使用する前に、使用説明書をお読み
ください。

ロケーター インプラントアタッチメントシス
テムは、歯科/外科治療、職業上の安全性、
事故予防のための一般的な規則に基づいた
目的のためにのみ使用することができます。

適切なロケーターアバットメントを選択する
には、インプラントの直径と歯肉の厚さが分
かっている必要があります。歯肉の厚さによ
り、アバットメントに必要な歯肉高が決まり
ます。機能領域が歯肉縁上にある場合は、
アバットメントの正確な高さは選択されてい
ます。

注意 : インプラントのロケーターアバットメン
トの最終装着には、指定されたトルクイン
サートを使用してください。

手指によるロケーター
アバットメントの装着

インサートメール
の装着

インサートメール
の除去

機能領域は歯肉縁上に位置する必要があります。注意： ロケーターアバットメントを最終締め付けする際は、トルクが
規定されたプロステティックラチェットインサートを使用してください。

ロケーターコアツールは3ピースで構成されています。

注意：30 Ncmでアバットメント
を締め付けます。

ザイブ プロステティック
ラチェットインサート
ロケーターアバットメント

Xive
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ロケーターコンセプトにより既存の義歯をチェアサイドで直
接固定できるようになります。別の方法として、歯科技工所
で新規の補綴物を作製することもできます。

ステップバイステップ:
ロケーターコンセプト

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

ロケーターアバットメントの装着

ジンジバルフォーマーを取りはずした後、粘
膜の高さに合わせてロケーターアバットメン
トを選択します。ザイブ プロステティックラ
チェットインサートロケーターアバットメント
またはロケーターコアツールのアバットメン
トドライバー（ゴールド色）を用いアバット
メントを装着します。確実にアバットメント
を保持するため、アバットメントドライバー
上のアバットメントホルダースリーブをスラ
イドさせ、アバットメントをアバットメントホ
ルダースリーブに挿入し、所定の位置に装着
します。プロステティックラチェットインサー
トとプロステティックラチェットを用い、
30Ncmでアバットメントを締め付けます。
補綴物をラボサイドで作製する場合、印象
採得はアバットメントの装着後に行ってくだ
さい。既存の補綴物を利用しチェアサイドで
調整する場合は、補綴物に直接プロセッシ
ングキャップを固定します。

傾斜角の測定

アバットメント上にパラレルポストを装着し、
アングルメジャーガイドを用いて傾斜角を測
定します。

それぞれのインプラントの傾斜が10°以下の
場合、クリアー、ピンク、ブルーのインサー
トメールから必要とする維持力のものを使用
します。

それぞれのインプラントの傾斜が10～ 20°
の場合、グリーン、オレンジ、レッド、グレー
のインサートメールを使用します。
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直接法による補綴術式

歯科技工所での新しい補綴物の作製

歯科技工所で補綴物を作製する場合は、
ロケーターアバットメントの設置後に臨床
状況の印象を採得する必要があります。

ロケーターアバットメント上にロケーター
印象コーピングと一体型の黒色のリプレイ
スメント メールを配置し、全額の印象採
得を行います。

黒色のリプレイスメント メールを印象
コーピングに残したままの印象を歯科技
工所に送付します。歯科技工所は、模型
上で傾斜を測定し、補綴物を作製します。

間接法による補綴術式



プロセッシングキャップの
装着と補綴物の準備

アバットメントのヘッド部にブロックアウトス
ペーサー（白色）を取り付けます。ブラック
プロセッシングリプレースメントメールが装
着されたプロセッシングキャップ（プロセッ
シングキット構成品）をアバットメント上に
取り付けます。

必要に応じてプロセッシングキャップとブ
ロックアウトスペーサー、粘膜の間の隙間が
なくなるように、ブロックアウトスペーサー
を追加します。プロセッシングキャップが取
り込まれる部位を削合します。

インサートメールの装着

インプラントの傾斜および希望する維持力に
より、カラーコード化されたインサートメー
ルを選択、コアツールのインサートメール
シーティングツールを使用してプロセッシン
グキャップにしっかりと装着します。

常に維持力の低いものから始め、段階的に
維持力を強め、適したものを選択して頂くこ
とを推奨します。

インサートメールは、プロセッシングキャップ
のマージンと揃っていなければなりません。

補綴物の装着

維持力を確認し、補綴物を装着します。

Xive
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フリアデント ボールアタッチメント

フリアデント ボールアタッチメントのメール
部は、アタッチメントインサートとのパトリッ
クス（ボールヘッド アタッチメントスク
リュー）で構成されています。粘膜高さ
1,2,3,5mmを利用できます。

アタッチメントインサートは、カラーコード
化されたインプラント／アバットメント接続
部があり若干フレアー形状になっておりま
す。

調整可能なマトリクス（アタッチメントキャッ
プ）は、ハイプレシャスな金合金から作製さ
れます。

丸みのあるアタッチメントの洗浄が容易にな
るため、特に手を器用に動すことが難しい
患者にも最適です。

ボールアタッチメント用のフリアデント 
アクチベーター/ディアクチベーター

ディアクチべーターには、円錐状の先端部が
あり、これによりマトリックスのラメラを広げ
ます。

アクチベーターの先端は、差し込んだとき狭
める機能になっており、維持力を向上させま
す。

フリアデント ボールアタッチメント

調整可能なフリアデント ボールアタッチメントは、オーバー
デンチャーの迅速かつ経済的な固定オプションを提供しま
す。メール部（アタッチメントスクリュー）のボールヘッド部
分でマトリクス（ソケット）を回転させることで、最大15°ま
でのインプラントの傾斜を補正できます。

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

フリアデント ボールアタッチメント 
D 3.8、GH 1～ 5

フリアデント ボールアタッチメント 
GH 2、D 3.4～ 5.5

ボールアタッチメント用のフリアデント
アクティベータ/ ディアクティベータ
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フリアデント テレスコープアバットメント

フリアデント テレスコープアバットメントは、
補綴物、可撤式ブリッジ、およびカスタマイ
ズされた単独歯クラウンの固定用のテレス
コープクラウンまたはコニカルクラウンを容
易かつ経済的に作製するための主要部分と
なります。

スクリュー固定式の単独歯クラウンの作製に
は、テレスコープアバットメント（D 3.0お
よびD 3.4を除く）をチタン用セラミックで
築盛できます。

注意 : フリアデント テレスコープアバットメ
ントD 3.0は、アクリリックレジンの直接築
盛にのみ使用できます。

逆円錐形状のため、カスタマイズによる形
成やミリングによる軸確度の開きの補正が可
能です。

フリアデント テレスコープアバットメント

フリアデント テレスコープアバットメントは、テレスコープま
たはコニカルクラウンでオーバーデンチャーを固定するため
に使用されます。フリアデント テレスコープアバットメント
の直接加工により、鋳造せずに主要部分を作製することがで
きます。

フリアデント テレスコープアバットメント 
D 3.0 ～ 5.5

Xive
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アタッチメント インサートの配置

インプラント周囲軟組織の治癒後、アタッチ
メント/MPインサート用フリアデント シー
ティングインスツルメントでアタッチメント 
インサートを装着します。インサートの粘膜
高さは、軟組織の高さに応じて選択する必
要があります。

ヘックススクリュードライバー 1.22mmを
使用して、推奨トルク24Ncmでパトリクス
（アタッチメントスクリュー）を締めつけま
す。インサートおよびパトリクスはボールア
タッチメントのメール部を構成します。

マトリクスの位置合わせ

黒色のシリコン製リングをボールネック部に
配置し、マトリクスを着脱方向に位置を合わ
せます。これによりマトリックスを安定させ、
ネック下部の領域への常温重合レジンの侵
入を防ぎます。マトリクスの位置を合わせる
ことで、最大15°までのインプラントの埋入
方向の補正が可能です。

レジンの侵入を防ぐのと同時に、必要に応
じてマトリクスを適切な維持力に調節するた
めのスペースを確保するため、白色のシリ
コン製リングをマトリックスのラメラ上にス
ペーサーとして配置します。

ステップバイステップ:
フリアデント ボールアタッチメント

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

フリアデント ボールアタッチメントコンセプトにより既存の義
歯をチェアサイドで直接固定できるようになります。
別の方法として、歯科技工所で新規の補綴物を作製すること
もできます。

84

直接法による補綴術式

歯科技工所

印象採得を行い、模型が完成したら、
歯科技工所はアタッチメントインサート
/MPインサート用のフリアデント シー
ティングインスツルメントを使用して対
応するアタッチメントインサートを配置
し、アタッチメントスクリューで締め付
けます。マトリクスは、レジンを重合さ
せ義歯に取り込みます。

1.22mm
24Ncm

間接法による補綴術式



重合によるマトリクスの固定

義歯のインプラント領域を削合し、患者の口
内に配置します。マトリックスの固定部を常
温重合レジンで固定します。

レジンの硬化後、青色のシリコン製リングを
取り除き、余剰レジンを削除・研磨し義歯を
滑らかにします。

維持力の調節

維持力を高めるにはアクチべーターで、減ら
すにはディアクチベーターで調節します。装
着期間の後、再度維持力の調節を行います。

補綴物の装着

補綴物の適合性を確認します。

Xive
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印象採得

粘膜下治癒の場合はインプラントを露出さ
せます。ヘックスドライバー 0.9mmを使用
してカバースクリューを取り外すか、ヘックス
ドライバー 1.22mmを使用してジンジバル
フォーマーを取り外し、34ページ以降の説
明に従って印象を採得します。印象採得後、
ジンジバルフォーマーを装着/再装着しま
す。

歯科技工所が模型作製用の印象を受け取り
ます。

歯科技工所の手順

ミリング用インプラントアナログを組み込ん
だ模型の作製後、歯科技工士は対応するテ
レスコープアバットメントを選択します。次
に、既製のテレスコープアバットメントから
直接、ミリングマシーンでコニカルまたはテ
レスコープクラウンの支台形状にミリングし
ます。こうすることで、この後で補綴物の平
行性を確立します。

最終義歯の作製

上部構造がモデリング、鋳造によって作製さ
れ、レンジによって義歯に取り込まれます。
模型と共にテレスコープアバットメント、ア
バットメントスクリューおよび最終義歯が歯
科医院に提供されます。

ステップバイステップ:
フリアデント テレスコープアバットメント

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

テレスコープアバットメントは、テレスコープまたはコニカ
ルクラウンの支台になりオーバーデンチャーを支持するため
に使用されます。クリニックで印象を採得後、補綴修復物が
歯科技工所で作製されます。
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ザイブ ジンジバルフォーマー C の 
取り外し

ヘックスドライバー 1.22mmを使用してジ
ンジバルフォーマーを緩めます。

模型で決めたインデックス位置と同じ位置の
インプラントに、カスタマイズしたフリアデ
ント テレスコープアバットメントを装着しま
す。

フリアデント テレスコープアバットメント
の配置

フリアデント テレスコープアバットメントは
アバットメントスクリューにて、プロスティッ
クラチェットとフリアデント ラチェットヘック
スドライバー 1.22mmを使用するか、トル
ク制御付きコントラアングルハンドピースに
ドライバーインサートを装着して、24Ncm
で締め付けます。

補綴物の装着

補綴物の適合性を確認します。

Xive

87

1.22mm
24Ncm



フリアデント バーコーピング

以下の既製コンポーネントをバー構造の作
製に使用できます。

•  ロウ着用の貴金属合金から作製される
ゴールドバーコーピング

•  レーザー溶接向けのチタンバーコーピン
グ

• キャスタブルバーコーピング

フリアデント MPバーソリューション :
バーコーピングおよび部品
フリアデント バーコーピングは、フリアデント MPアバット
メント上でオーバーデンチャーを固定するバー構造の作製に
使用されます。ろう着によるバー作製用です。

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

フリアデント ゴールドバーコーピング
D 3.4、D 3.8、D 4.5およびD 5.5

ゴールド/チタン/キャスタブルのフリアデント バーコーピングと
フリアデント MPコーピングスクリュー
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フリアデント ゴールドバーと
チタンバー（ラウンド）

貴金属合金製またはチタン製の既製のフリ
アデント ラウンドバーは、長さが50mm、
2mmの円形断面で利用できます。バーフ
レームワークでバーコーピングを接続するの
に使用されます。

フリアデント バークリップ

貴金属合金から作製される、調製可能なフ
リアデント バークリップは、バー上でしっか
り固定するため、義歯床に重合によって取り
込まれます。

フリアデント バークリップ
アクチべーター

バーアタッチメントアクチベーターは、3つ
の鍵型の器具で構成されており、クリップの
長さに関連した異なる幅（3、10、15mm）
の刃が付いています。

フリアデント バークリップアクチベーターは、
患者のニーズに応じて維持力を調節するた
めに使用します。

フリアデント バークリップ
アクチべーター

フリアデント ゴールドバーラウンド、チタンバー ラ
ウンド、およびゴールドバークリップ

Xive
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ステップバイステップ:
MPアバットメントとフリアデント バーコーピング

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

印象採得と歯科技工所の手順

粘膜下治癒の場合はインプラントを露出さ
せます。ヘックスドライバー 0.9mmを使用
してカバースクリューを取り外すか、ヘックス
ドライバー 1.22mmを使用してジンジバル
フォーマーを取り外し、34ページ以降の説
明に従って印象を採得します。印象採得後、
ジンジバルフォーマーを装着/再装着しま
す。

歯科技工所が模型作製用の印象を受け取り
ます。

歯科技工所の手順

歯科技工所では直径および歯肉の高さに対
応したMPアバットメントが使用されます。
ゴールドコーピングはMPアバットメントに
スクリュー固定されます。

ラウンドバーは必要な長さまで短くされ、ワッ
クスまたはパターンレジン等で固定され、
コーピングにロウ着されます。

MPアバットメントの配置

ヘックスドライバー 1.22mmを使用してジ
ンジバルフォーマーを緩めます。

次に、対応するMPアバットメントを取り付
け、MPアバットメントスクリューとともに
MPドライバーを使用して締めます。MPア
バットメントスクリューの推奨トルクは
24Ncmです。

ザイブ インプラントの補綴技法は、バー装置上でのオーバー
デンチャーの固定に対してさまざまなオプションを提供しま
す。バー支持によるオーバーデンチャーはすべて、MPアバッ
トメント上で作製されます。

MPアバットメントでの補綴術式は、1回法と2回法の両方
の術式を使用できます。以下の手順は、2回法/間接法によ
る補綴術式について説明するものです。1回法/直接法によ
る補綴術式については、92～93ページを参照してください。
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1.22mm

MPアバットメント:
2回法（間接）術式



バーの配置

フリアデント ヘックスドライバー 1.22mm
またはフリアデント マイナスドライバー
2.0mmを使用してバーを配置し、フリアデ
ント MPコーピングスクリューを使用して
24Ncmのトルクで締め付けます。

維持力の調節

バー構造に基づいて、バーアタッチメントク
リップが既存の義歯に重合されています。フ
リアデント バークリップアクティベータを使
用して、患者のニーズに応じて維持力を調節
します。

最終補綴物の装着

補綴物をバーに装着し、維持力を確認しま
す。

Xive
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MPアバットメントの配置および密閉

印象はインプラントレベル（MPアバットメ
ントは歯科技工所で選択）でもアバットメン
ト レベル（MPインプラントアナログにモデ
ルを装着）でも採得可能で、採得にはそれ
ぞれの印象コーピングを使用します（印象
採得の詳細については、39ページを参照）。

歯科技工所では、ガムシリコンおよびシリコ
ンキーを使用して、歯牙情報の診断を行った
り、ブリッジまたはハイブリッド構造作製の
ための模型上のワックスまたはレジン製のデ
ザインテンプレートを作製します。

歯科技工所の手順

フレームワークのオーダーは、アトランティ
ス ウェブオーダー（www.Atlantiswe-
border.com）から送信します。模型、該
当する場合はMPインプラントアナログまた
はMPアバットメントおよび診断用ワックス
アップ模型またはデザイン テンプレートをデ
ンツプライシロナ インプラントの製作所に
送付します。

ブリッジおよびハイブリッド修復の機能性を
審美性を向上させるために、歯科技工所は
アングルドスクリューアクセスのオプションを
利用することができます。これは、オーダー
手順に記載されている必要があります。

デザイン

DDSC-Tokyoでは、模型および診断用歯
牙情報を3Dスキャンし、上部構造をデザイ
ンします。デザインはミリング前に歯科技工
所でアトランティスビューアを使用して確認
され、製造の承認を受けます。

完成した上部構造は、対応するアトランティ
ス補綴スクリューとともに提供されます。上
部構造は歯科技工所でセラミックまたはコン
ポジットレジンで築盛され、スクリューとと
もに歯科医師に送付されます。

ステップバイステップ:
MPアバットメントとアトランティス バー
高品質かつテンションフリーの患者固有の最終補綴物である
MPアバットメント上のアトランティスバーは、オーバーデン
チャーの支持のために作製されます。

MPアバットメントでの補綴術式は、1回法と2回法のいず
れかの術式を使用できます。以下の説明は、1回法/直接
法による補綴術式を示しています。2回法/間接法による補
綴術式については90～ 91ページを参照してください。

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション
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MPアバットメント:
1回法（直接法）術式



バーの配置

ヘックスドライバー 0.9mmを使用してMP
アバットメントからMPシーリング キャップ
を取り外します。ヘックスドライバー
1.22mmを使用して24Ncmのトルクで、
MPインサートスクリュー（MPアバットメン
トアングルドの場合はインサート ヘッド）の
強固な適合を確認します。

補綴物の装着

最終補綴物を装着します。

Xive
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ステップバイステップ: アトランティス
コーヌス コンセプト
アトランティス コーヌス コンセプトは、患者固有の非弾性で
ありながら可撤式の補綴のためのコニカル クラウン応用の
ソリューションです。これにより、固定式の口蓋修復の安定
性と快適さが提供され、可撤式義歯の管理が容易になりま
す。

暫間補綴物としては、アクリリックレジン製の既存または新
規の総義歯を使用する必要があります。以下の例では、患
者の既存の義歯を基にした、新規の支持フレームワークが
不要な暫間修復向けの術式を説明します。3～6ヶ月後には、
この補綴物を金属製フレームワークで支持する必要がありま
す。

ザイブ インプラントによる修復 | 無歯顎向けの可撤式ソリューション

歯科技工所の手順およびデザイン

模型および歯牙情報がスキャンされ、歯科
技工所からアトランティス ウェブオーダーで
アトランティス コーヌスアバットメントが発
注されます。

アバットメント デザインが承認（必要な場
合）されると、アトランティスコーヌス アバッ
トメントの作製、検査が行われ、お客様に
発送されます。

コーヌス アバットメントの配置

治癒後、できればインサーションガイドを使
用してアトランティス コーヌスアバットメント
を取り付けます。コーヌス アバットメントは
アバットメントスクリューにて、プロステティッ
ク ラチェットとフリアデント ラチェットヘック
ス ドライバー 1.22mmを使用するか、ト
ルク制御付きコントラアングル ハンドピース
にドライバーインサートを装着したうえで、
24Ncmで締め付けます。

コンポジットレジンを使用してスクリューアク
セスホールを覆います。

キャップの配置および補綴物の準備

しっかりと圧力を加え、キャップをアバットメ
ントに取り付けます。次に、シリコン製スリー
ブを付けて、アンダーカットを覆います。こ
のスリーブは、常温重合レジンがキャップと
アバットメントの間の歯肉溝に進入するのを
防ぐのに役立ちます。あるいは、同じ方法で
ラバーダムを使用することもできます。

補綴物は、粘膜と調和し、機能的要件およ
び審美的要件を満たしていなければなりま
せん。キャップに必要なスペースを確保する
ため、補綴物を十分にリリーフします。延長
した機能マージンはできる限り短くする必要
があります。
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1.22mm
24Ncm

アクリリックレジン製の補綴物



Xive

シンコーンキャップの
重合による取り込み

シンコーンキャップの固定およびピックアッ
プは、次の2通りの方法のいずれかを使用
して行うことができます。

•  直接法は、設けられた開口部から常温重
合レジンまたは光重合型材料をコーピン
グに加えることで行われます。

•  間接法は、裏装の印象からキャップをピッ
クアップして歯科技工所で加工することで
行われます。

補綴物の装着

完成した補綴物を挿入し、維持、安定性、
咬合を確認します。インプラントのみで支持
されており、軟組織のどの部分にも圧力が
かかっていないことを確かめるため、補綴
物の粘膜面を確認する必要があります。

アトランティス コーヌス アバットメント 維持形態付きの既製キャップ（アクリリック レジン製
の暫間補綴物用）および維持形態無しのキャップ
（フレームワークへの正確な固定）

95

最終補綴物

最終補綴物には、支持フレームワークと
患者の特定のニーズに対応した前庭延長
部が含まれます。

注意 :フレームワークのキャップへの結合
は、歯科技工所ではなく口腔内で行う必
要があります。

詳細については、アトランティス 
コーヌス コンセプトの説明書を参照
してください。

メタルフレームワーク補綴物
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クラス分類 販　売　名 一般的名称コード 一般的名称 承認・認証・届出番号
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Ⅲ

Ⅲ

II

II

Ⅰ
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Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ
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Ⅰ

I

I

I

I

I

フリアリット２　インプラント

フリアリット２　アバットメント

ＩＭＺツインプラス　アバットメント

ザイブ

セルコン　アバットメント

ザイブ ロケーターアバットメント

ザイブ　MP アバットメント

ザイブ　エステティックベースPS 

ザイブ　ジンジバルフォーマー　C 

ロケーター　インサート

シムプラント

ザイブ　インプラント補綴用器具

ザイブ　手術用ドリルビット

ザイブ　手術用ドリルアタッチメント

ザイブ　インプラント手術用器具

IMZ　インプラント補綴用器具

IMZ　手術用ドリルビット

IMZ　手術用ドリルアタッチメント

IMZ　インプラント手術用器具

IMZ　インプラント技工用器材

フリアリット２　インプラント補綴用器具

フリアリット２　手術用ドリルビット

フリアリット２　手術用ドリルアタッチメント

フリアリット２　インプラント手術用器具

フリアリット２　インプラント技工用器材

ザイブ　ツイストドリルＧＳ用スリーブ

DIMインプラント用ドリルエクステンション

シムプラント　ガイド

ロケーター　インスツルメント

ロケーター　技工用器具

ロケーター　補綴用器具

ザイブ　手術用ドリルビット（外部注水）

ザイブ　トランスファーコーピング　C

42347000

70910000

70910000

42347000

70910000

70910000

70910000

70910000

70910000

38577000

71043002

70722000

32390000

37870001

70965001

70722000

32390000

37870001

70965001

70757000

70722000

32390000

37870001

70965001

70757000

37150000

37870001

35095000

70722000

70757000

70722000

32390000

70722000

歯科用骨内インプラント材

歯科用インプラントアバットメント

歯科用インプラントアバットメント

歯科用骨内インプラント材

歯科用インプラントアバットメント

歯科用インプラントアバットメント

歯科用インプラントアバットメント

歯科用インプラントアバットメント

歯科用インプラントアバットメント

歯科用精密バーアタッチメント

歯科インプラント用治療計画支援プログラム

歯科インプラント補綴用器具

手術用ドリルビット

手術用ドリルアタッチメント

歯科用インプラント手術器具

歯科インプラント補綴用器具

手術用ドリルビット

手術用ドリルアタッチメント

歯科用インプラント手術器具

歯科インプラント技工用器材

歯科インプラント補綴用器具

手術用ドリルビット

手術用ドリルアタッチメント

歯科用インプラント手術器具

歯科インプラント技工用器材

ガイド

手術用ドリルアタッチメント

手術用ドリルビットガイド

歯科インプラント補綴用器具

歯科インプラント技工用器材

歯科インプラント補綴用器具

手術用ドリルビット

歯科インプラント補綴用器具

20700BZY00939000

20700BZY01229000

20700BZY01240000

21600BZY00356000

21700BZY00040000

22800BZX00273000 

23000BZX00113000

23000BZX00145000

30100BZX00261000

228AMBZX00002000

23100BZX00032000

13B1X10236Y05110

13B1X10236Y05120

13B1X10236Y05130

13B1X10236Y05140

13B1X10236Y05160

13B1X10236Y05170

13B1X10236Y05180

13B1X10236Y05190

13B1X10236Y05200

13B1X10236Y05210

13B1X10236Y05220

13B1X10236Y05230

13B1X10236Y05240

13B1X10236Y05250

13B1X10236Y05270

13B1X10236Y05290

13B1X10236Y05360

13B1X10236Y05380

13B1X10236Y05430

13B1X10236Y05440

13B1X10236Y05520

13B1X10236Y05570

製造販売業者 デンツプライシロナ株式会社 〒106-0041 東京都港区麻布台1-8-10 麻布偕成ビル

カスタマーサービス　　　0120-461-868　FAX：0120-461-867
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デンツプライシロナについて
デンツプライシロナは、世界最大級の歯科向け製品およびテクノロジ
ーのメーカーで、世界の歯科業界と患者に向け、革新的なサービスを
130年にわたり提供しています。デンツプライシロナは、世界的ブラン
ドの強力なポートフォリオの下、歯科製品および口腔衛生製品を含む
包括的なソリューション、並びにその他の医療用消費器材を開発、製造、
および販売しています。
デンタルソリューションカンパニーとしてのデンツプライシロナの製品
は、革新的で高品質かつ効果的なソリューションを提供することにより、
患者のケアを向上させ、より優れた安全かつスピーディーな歯科治療を
実現します。デンツプライシロナはノースカロライナ州シャーロットに
本社を構え、オーストリアのザルツブルグに海外事業本部を構えていま
す。同社の株式は、XRAY銘柄で米国NASDAQに上場しています。

デンツプライシロナおよび同社製品の詳細については、
www.dentsplysirona.comを参照してください。

デンツプライシロナ インプラントについて
デンツプライシロナ インプラントは、アンキロス、アストラテックイン
プラントシステムおよびザイブのインプラント等のラインアップ、患者
固有のアトランティス ソリューションやシムプラントガイデッドサージェ
リーなどのデジタル技術、インプラント治療のすべてのフェーズに対応
した包括的なソリューションを提供しています。デンツプライシロナ イ
ンプラントは、歯科医療従事者のために必要な価値を創出し、予知性
が高く長期に安定したインプラント治療を実現し患者のQOLの向上を
目指しています。
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